
ヘジェ・フィヤカ・エゾ :
近世における日本と中国の北方民族に対する認識

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2013-02-25

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 佐々木, 史郎

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10502/4876URL



178

ヘ
ジ

ェ

・
フ

ィ

ヤ

カ

・
エ
ゾ

　
ー

近
世
に
お
け
る
日
本
と
申
国
の
北
方
民
族
に
対
す
る
認
識
ー

佐
々
木
史
郎

第H部 　国家による民族的世界の認識

 

1
　

は
じ
め
に

　
民
族
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
集
団
を
識
別
、
類
別
す
る
と

い
う
行
為
は
、

一
九
世
紀
に
欧
米
で
生
ま
れ
た
人
類
学

や
民
族
学
だ
け
の

特
権
で
は
な

い
。
自
分
た
ち
を
取
り
巻
く
人
々
を
民
族
に
類
す
る
集
団
に
区
分
し
て
名
称
を

つ
け
て
記
録
に
残
す
と

い
う
行
為
は
、
多

く

の
地
域
で
多
く
の
人

々
に
よ

つ
て
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
東

ア
ジ
ア
世
界
を
構
成
す
る
日
本
や
中
国
、
韓
国

・
朝

鮮
も
例
外
で
は
な

い
。
古
代
中
国
の
東
夷
、
西
戎
、
南
蛮
、
北
秋
は
そ
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
よ
う
な
も
の
だ
が
、
日
本
で
も

エ
ミ
シ
、

ハ
ヤ
ト
な
ど
の
周
辺

地
域
の
人

々
に
独
自
の
名
称
を
付
し
て
集
団
識
別
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
伝
統
は
、

一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀

に
か
け
て
の
時
代

に
、
東

ア
ジ
ア
諸
国
が
次

々
と
近
代
国
家

へ
と
脱
皮
す
る
ま
で
保
持
さ
れ
る
。

　
古
代

の
文
献
に
登
場
す
る
集
団

の
民
族
的
な
属
性
を
議
論
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

一
七
世
紀
ぐ
ら

い
に
な
る
と
、
文
献
記
録
と
口
頭

伝
承
や
現
在
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
物
質
文
化
、
儀
礼
な
ど
と
の
照
合
に
よ

っ
て
、
あ
る
集
団
の
民
族
的
な
属
性
ま
で
探
る
こ
と
が
可
能
に



な
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
れ
ら
の
時
代

の
集
団
識
別
が
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
、
住
民
た
ち
の
意
識
の
中

で

一
定

の
存
在
感
を
持
ち
、

近
代

の
民
族
学
や
人
類
学
に
よ
る
民
族
分
類
や
住
民
自
身

の
民
族
意
識
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
る
。
本
章
で
論

じ
る
ア
ム
ー
ル
川
下

流
域

か
ら
サ
ハ
リ
ン
に
か
け
て
の
地
域
で
も
、

一
七
世
紀
以
来
日
本
や
中
国
、

ロ
シ
ア
が
行

っ
て
き
た
住
民
に
対
す

る
民
族
的
な
集
団
識

別
や
区
分
が
、
今
日
の
先
住
諸
民
族
の
民
族
的
な
区
分
と
意
識
に

一
定

の
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
こ

の
地
域
は
現
在
で
こ
そ
ロ
シ
ア
領
と
さ
れ
て
い
る
が
、

一
九
世
紀
中
期
ま
で
は
江
戸
幕
府

の
日
本
と
清
王
朝

の
中
国
、
そ
し
て
ロ
マ

ノ
ブ
王
朝

の
ロ
シ
ア
の
三
者

に
と

つ
て
の
辺
境
地
帯
で
あ
り
、
境
界
地
域
で
あ

っ
た
。
現
在

ロ
シ
ア
極
東
地
域
の

「
先
住
民
族
」
あ
る

い
は

「
少
数
民
族
」
と
さ
れ
て
い
る
人

々
の
祖
先
た
ち
は
、
当
時
は
先
住
民
族
で
も
少
数
民
族
で
も
な
く
、
そ
の
地
方

の
主
要
な
住
民

だ

っ
た
。
彼
ら
は
現
在

ロ
シ
ア
の
政
策
に
よ
り
、
「民
族
」
と
い
う
枠
組
み
に
分
類
さ
れ
、
彼
ら
自
身
も
そ
の
民
族

へ
の
帰
属
を
意
識
し

て
い
る
が
、
そ
れ
が
成
立
し
た

の
は

一
九
三
〇
年
代

で
あ
り
、
帰
属
意
識
と
し
て
定
着
す
る
の
は
五
〇
年
代
以
降

で
あ
る

[佐
々
木

二
〇

〇

一
]
。
そ
れ
以
前
は
ロ
シ
ア
、
日
本
、
中
国
で
使
わ
れ
て
い
た
慣
習
的
な
区
分
や
名
称
と
、
住
民
自
身
の
自
称

や
相
互
呼
称
が
複

雑
に
重
な
り
合

っ
て
い
た
。
し
か
も
、

ロ
シ
ア
と
中
国
が
現
在
の
国
境

の
原
型
と
な
る
北
京
条
約
を
締
結
し
た

一
八
六
〇
年
ま
で
は
、
こ

の
地
域
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
こ
の
地
域
の
住
民
の
集
団
帰
属
意
識
、
区
分
意
識
に
強
い
影
響
を
与
え

て

い
た

の
は
、
江
戸
幕
府
と
清
朝

の
辺
境
政
策
だ

つ
た
。

　
本

章
で
は
そ
の
江
戸
時
代
の
日
本
と
清
朝
の
中
国
が
こ
の
地
域

の
住
民
を
ど

の
よ
う
な
政
策
に
基
づ
き
、
ど
の
よ
う
に
区
分
し
、
ど
の

よ
う

に
認
識
し
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
区
分
が
近
代
民
族
学
に
よ
る
民
族
分
類
と
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
論

じ
る
。
そ

の
た
め
に
ま
ず
、

一
七
世
紀
か
ら

一
九
世
紀
に
お
け
る
日
本
側
の
住
民
区
分
と
中
国
側
の
住
民
区
分
に
つ
い
て
論
じ
、
さ
ら
に

西
欧

の
民
族
学
に
よ
る
民
族
分
類
と
の
比
較
を
行
う
。
こ
の
住
民
に
対
す
る
民
族
的
な
区
分

・
分
類
の
相
違
か
ら
、
日
本
と
中
国
の
北
方

辺
境
支
配

の
相
違
、
さ
ら
に
東
ア
ジ
ア
の
前
近
代
的
な
国
家
に
よ
る
支
配
と
、
西
欧
か
ら
生
ま
れ
た
近
代
的
な
国
家

に
よ
る
支
配
の
特
徴

を
洗

い
出
す
。
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な
お
、
こ
こ
で
は

「
エ
ゾ
」
、
「
ヲ
ロ
ツ
コ
」
と

い
っ
た
差
別
的
な
意
味
合

い
を
持

つ
住
民
呼
称
や
民
族
名
を
使
用
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
原
典
で
使
わ
れ
た
、
あ
る
い
は
考
察
対
象
と
し
た
時
代
に
使
わ
れ
た
呼
称
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
も
と
よ
り

そ
の
集

団
に
属
す
る
人
々
を
お
と
し
め
る
も
の
で
は
な

い
。
現
在
の
民
族
名
が
指
し
示
す
人
々
の
範
囲
と
そ
の
祖
先
と
思
わ
れ
る
人
々
を

指
す
と
さ
れ
る
過
去

の
名
称
が
指
し
示
す
人
々
の
範
囲
は
厳
密
に
は

一
致
し
な
い
た
め
、
そ
の
時
代
の
状
況
を
正
確
に
表
す
た
め
に
あ
え

て
古

い
名
称
を
引
用
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。
し
た
が

つ
て
、
現
在

の
民
族
を
表
す
と
き
に
は
必
ず
、
「
ア
イ
ヌ
」、
「
ウ
イ
ル
タ
」
な
ど

当
該
民
族
の
人
々
が
公
称
と
す
る
名
称
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

2

松
前
藩
と
江
戸
幕
府
に
よ
る
住
民
区
分

　
北
海
道
、
千
島
列
島
、
サ

ハ
リ
ン

(カ
ラ
フ
ト
)
か
ら
な
る
江
戸
時
代
当
時
の

「
蝦
夷
地
」
の
住
民
は
基
本
的
に

「
エ
ゾ
」
(蝦
夷
)

と
呼
ば

れ
た
。
彼
ら
は
ほ
ぼ
現
在
の
ア
イ
ヌ
民
族
の
人
々
の
直
接
の
祖
先
に
当
た
る
。
し
か
し
、
そ
の
エ
ゾ

の
人
々
以
外
に
も
北
方
世
界

に
は
独

特
の
異
集
団
が
い
た
。
そ
の

「
エ
ゾ
」
以
外
の
北
方

の
人
々
の
実
際
の
姿
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
江
戸
時
代
も
中
期
に

差
し
か
か

っ
た

一
八
世
紀
前
半

で
あ
る
。

一
七
三
九
年

(元
文
四
年
)
に
刊
行
さ
れ
た
坂
倉
源
次
郎
の

『北
海
随
筆
』

に
初
め
て

「サ
ン

タ
ン
」

と

い
う
こ
と
ば
が
登
場
す
る
。

　
　
此

タ
ラ
イ
カ
よ
り
北
方
に
あ
た
り
て
、
サ
ン
タ
ン
、

マ
ン
チ
ウ
と
云
所
有
、
是
北
高
麗
也
と
松
前
者
は
云

へ
り
。
錦
、
青
玉
等
も
此

　
　
両
国
よ
り
渡
り
来
る
を
タ
ラ
イ
カ
の
者
共
領
国

へ
あ
き
な
ひ
に
行
て
、
常
に
交
易
す
る
と
な
り
。
言
語
は
夷
と
は
亦
違
ひ
て
、
通
ぜ

　
　
ざ

る
故
、
タ
ラ
イ
カ
の
幼
稚
な
る
者
を
渡
し
て
言
語
習
は
せ
、
是
を
以
て
通
辞
と
せ
り
。
サ
ン
タ
ン
、

マ
ン
チ
ウ
と
も
に
文
字
も
有

　
　
り

、
人
物
能
、
米
、
鮭
、
た
ば
こ
も
有
り
。
鉄
類
を
望
む
故
、
鍋
、
釜
、
出
刃
の
類
を
渡
す
と
也

[坂
倉
　

一
九
七
二
、
四
九
頁
]

　
源
次

郎
は

「
サ
ン
タ
ン
」
を
蝦
夷
地
の
さ
ら
に
向
こ
う
側
に
あ
る
地
域
の
名
前
と
し
て
言
及
し
た
が
、
後
に
そ
れ
が
そ
の
地
方

に
暮
ら
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す
住
民

の
集
団
名
と
し
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
サ
ン
タ
ン
は
漢
字
で
山
丹
、
山
旦
、
山
靼
な
ど
と
表
記
さ
れ
、
大
陸
か
ら
松
前
藩

経
由
で
も
た
ら
さ
れ
た
絹
織
物
が

「蝦
夷
錦
」
と
呼
ば
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
布
で
作
ら
れ
た
服
は

「山
丹
服
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
た
。

　
サ

ハ
リ
ン
か
ら
さ
ら
に
そ
の
北
方

に
連
な
る
地
域
に

つ
い
て
の
情
報
は
、
松
前
藩
も
か
な
り
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
地

域
の
住

民
に
つ
い
て
の
詳
し

い
情
報
が
入
る
よ
う

に
な
る
の
は
、
幕
府
が
本
格
的
に
蝦
夷
地
調
査
を
始
め
た

一
八
世
紀
後
半
以
降

で
あ

る
。
幕
府
主
導
に
よ
る
サ

ハ
リ
ン
調
査
は
、

一
七
八
八
年
と
八
九
年

(天
明

一
一
年
と
寛
政
元
年
)
の
大
石
逸
平
ら
に
よ
る
サ
ハ
リ
ン
南

端

の
調
査
か
ら
始
ま
り
、

一
七
九
二

(寛
政
四
)
年

の
最
上
徳
内
ら
に
よ
る
調
査
、

一
八
〇

一

(享
和
元
)
年

の
高
橋
次
太
夫
と
中
村
小

市
郎
に
よ
る
調
査
、

一
八
〇
八
年

の
松
田
伝
十
郎
と
間
宮
林
蔵
に
よ
る
調
査
、

一
八
〇
九
年

の
間
宮
林
蔵
に
よ
る
調
査
と
続
き
、

一
九
世

紀
初
頭
ま
で
に
か
な
り
詳
細
な
情
報
が
幕
府
の
下
に
集
め
ら
れ
た
。
「
サ
ン
タ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
存
在
は
、
「山
丹
服
」
な
ど
の
言

葉
で
本
州
以
南

の
人
々
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
そ
の
実
態
が
判
明
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の

一
連
の
幕
府
主
導
の
調
査

の
結
果

で
あ
る
。

　
サ
ン
タ
ン
に
続
い
て
、

エ
ゾ
以
外

の
北
方
住
民
と
し
て
は

「
ス
メ
レ
ン
ク
ル
」
が

一
八
世
紀
末
に
登
場
す
る
。
最
上
徳
内
が
残
し
た

『蝦

夷
草
紙
後
編
』
に
、
「昔
し
カ
ラ
フ
ト
の
蝦
夷
人

マ
ン
テ
ケ
の
奥
に
行
し
に
、
シ
メ
レ
ー
を

い
ふ
国
に
至
る
。
此
国
の
人
物
は
山
　
人
に

均
し
。」

[最
上
　

一
九
七
二
、
四
六
九
頁
]
と

い
う

一
説
が
あ
る
。
そ
の
中
の

「
シ
メ
レ
ー
」
と

い
う
の
が
お
そ
ら
く

「
ス
メ
レ
ン
ク
ル
」

に
相
当
す
る
。
「
～
ン
ク
ル
」
と
い
う
の
は
、

ア
イ
ヌ
語
で

「～
の
人

々
」
(～
ウ
ン

・
ク
ル
)
と
解
釈
で
き
る
こ
と
か
ら
、

ス
メ
レ
ン
ク

ル
は

「
ス
メ
レ
の
人
々
」
と
解
釈
で
き
る
。
シ
メ
レ
ー
と
は
ス
メ
レ
と
同
じ
言
葉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
近
藤
重
蔵

は
そ
の
主
著

『辺
要
分
解
図
考
』
で
、
「
シ
シ
レ
イ
又
ヌ
メ
レ
ン
ク
ル
　
蝦
夷
人
云
昔
シ
北
方
ノ
地
ヲ
歴
覧
セ
シ
モ
ノ

ア
リ
人
跡
絶
タ
ル

所

二
到

ル
夏
月
雁
遊
フ
所

ア
リ
是
シ
メ
レ
イ
ノ
国
地
也
ト
又
カ
リ
ヤ
シ
ン
云
シ
メ
レ
イ

ハ
満
江
ノ
琉
末
ノ
地

二
居
ル
又

カ
ラ
フ
ト
ノ
極
北

ニ
ヌ
イ

ブ
ト
ノ
先

二
居
る
と
も
云

一
説

ニ
ノ
テ
ト
ヨ
リ
ウ
シ
ヨ
ロ
ノ
辺

工
常

二
往
来
ス
ト
モ
云
」
[近
藤

　

一
九
〇

五
、
三
四
頁
]
(な

お
、
シ

シ
レ
イ
は
シ
メ
レ
イ
の
誤
記
、
ヌ
メ
レ
ン
ク
ル
は
ス
メ
レ
ン
ク
ル
の
誤
記
と
考
え
ら
れ
る
ー
筆
者
)
と
述
べ
て
い
て
、
シ
メ
レ
イ
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(シ
メ
レ
ー
)
と
ス
メ
レ
ン
ク
ル
が
同
じ
人

々
を
指
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
サ

ン
タ
ン
と

ス
メ
レ
ン
ク
ル
に
関
す
る
情
報
は
、
最
上
徳
内

の
調
査

の
九
年
後

に
当
た
る

一
八
〇

一

(享
和
元
)

年
に
サ
ハ
リ
ン
を

調
査
し
た
中
村
小
市
郎
と
高
橋
次
太
夫
の
記
録
で
さ
ら
に
充
実
す
る
。
こ
と
に
中
村
小
市
郎
が
残
し
た

『唐
松
の
根
』

(あ
る

い
は

『唐

太
雑
記
』
)
に
は
、
サ

ハ
リ
ン
南
端
の
白
主

に
設
置
さ
れ
た
会
所

(交
易
場
で
も
あ
り
、
役
人
の
詰
め
所
で
も
あ
る
場
所
)
に
来
航
し
て

い
た
サ

ン
タ
ン
と
ス
メ
レ
ン
ク
ル
の
人
々
か
ら
の
聞
き
書
き
が
残
さ
れ
て
い
る
。
彼
が
聞
き
取
り
を
し
た
の
は
、
キ
ジ
村

(キ
ジ
湖
と
ア

ム
ー
ル
川
の
合
流
地
点
に
あ
る
)
か
ら
や

っ
て
き
た
サ
ン
タ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
だ

っ
た
ブ
ヤ
ン
コ
、
そ
の
従
者
で
宗
谷

の
ア
イ
ヌ
出
身

の
カ

リ
ヤ
シ

ン
、
そ
し
て
タ
イ
カ
サ
ン
村

(
ア
ム
ー
ル
河
口
近
く
に
あ

っ
た

へ
ー
シ

・
ピ
リ
ャ
ウ
ォ
村
に
当
た
る
)

の
ス
メ
レ
ン
ク
ル
の
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ　
ロ

ダ
ー
だ

っ
た
カ
ン
テ
ツ
カ
の
三
名
で
あ
る
。
彼
ら
か
ら
、
大
陸
で
の
生
活
、
イ
チ
ヨ
ボ
ツ
ト

へ
の
朝
貢
と
交
易

の
旅
、
そ
し
て
ア
ム
ー
ル

川
流
域

の
村
々
の
名
称
と
住
民
区
分
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
た
。

　
他
方

、
小
市
郎
自
身
は
東
海
岸
を
少

々
北
上
し
て
ア
イ
ヌ
居
住
地
を
踏
査
し
た
だ
け
だ

っ
た
が
、
サ

ハ
リ
ン
北
部
に

つ
い
て
も
聞
き
取

り
に
よ

っ
て
詳
し

い
情
報
を
得
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
サ

ハ
リ
ン
に
は
ま
だ

「
ニ
ク
ブ
ン
」、
「
ル
モ
ウ
」、
「
ヲ
ロ
ツ
コ
」、
「
タ
ラ
イ
ヵ
」

と
呼
ば
れ
る
人

々
が

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ニ
ク
ブ
ン
は
現
在
の
サ

ハ
リ
ン
東
海
岸
北
部
か
ら
テ
ィ
ミ
川
流
域
に
い
た
人
々
、
ル

モ
ウ
は

テ
ィ
ミ
川
流
域
の
人
々
、
ヲ
ロ
ツ
コ
は
東
海
岸
か
ら
テ
ィ
ミ
川
、
ポ
ロ
ナ
イ
川
流
域
に
か
け
て
の
内
陸
部
で
ト
ナ
カ
イ
飼
育
に
従

事
す
る
人
々
、
そ
し
て
タ
ラ
イ
カ
は
現
在

の
タ
ラ
イ
カ
湾
沿
岸
あ
る
い
は
タ
ラ
イ
ヵ
湖
湖
畔
に
い
た
人
々
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る

[中
村

小
市
郎
　

一
八
〇

=

。

　
中
村
小
市
郎
と
高
橋
次
太
夫
の
調
査
か
ら
さ
ら
に
七
年
後
の

一
八
〇
八

(文
化
五
)
年
に
松
田
伝
十
郎
と
間
宮
林
蔵
に
よ
る
調
査
が
行

わ
れ
る

[松
田
　

一
九
七
二
、
間
宮
　

一
九
八
五
]。

こ
の
二
人
の
調
査
に
よ

つ
て
サ

ハ
リ
ン
と
大
陸
の
間
の
海
峡

が
確
認
さ
れ
、
サ

ハ

リ
ン
が
島
で
あ
る
こ
と
が
日
本
側
に
初
め
て
知
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
し
て
、
翌

一
八
〇
九

(文
化
六
)
年
に
は
間
宮
林
蔵

の
単
独

探
検
が
行
わ
れ
た
。
彼
は
ま
ず
、
サ
ハ
リ
ン
と
大
陸
と
の
間
の
海
峡

(タ
タ
ー
ル
海
峡
)
を
縦
断
し
て
西
海
岸

の
ス
メ
レ
ン
ク
ル
の
最
北
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の
村
ナ

ニ
ヲ
ー

(現
在

の
ル
ィ
ブ
ノ
エ
村
に
当
た
る
)
ま
で
到
達
し
、
さ
ら
に
海
峡
を
横
断
し
て
大
陸
側
に
渡
り
、

ア
ム
ー
ル
川
を
さ
か

の
ぼ

っ
て
、
清
朝
の
出
張
所
が
あ

っ
た
デ
レ
ン
ま
で
赴

い
て
、
ア
ム
ー
ル
川
流
域
と
サ

ハ
リ
ン
の
住
民
の
清
朝
に
対
す
る
毛
皮
貢
納
と
交

易

の
実
態
を

つ
ぶ
さ
に
観
察
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
彼
は
様

々
な
地
域
の
住
民
に

つ
い
て
の
情
報
を
得
て
い
く
。

　
例
え
ば
、
サ
ハ
リ
ン
か
ら
大
陸
に
渡

っ
た
と
き
の
上
陸
地
点

で
は
、
そ
こ
よ
り
南
に
い
る
キ
ヤ
カ
ラ
と
い
う
住
民

の
存
在
を
知
り
、
ア

ム
ー

ル
川
本
流
域
に
入

っ
て
し
ば
ら
く
サ
ン
タ
ン
の
居
住
地
を
通
過
し
た
後
、
ウ
ル
ゲ
ー
と
い
う
村
よ
り
上
流
で
コ
ル
デ
ッ
ケ
と
呼
ば
れ

る
住
民
と
出
会

っ
た
。
終
着
点

の
デ
レ
ン
で
は
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
の
全
域
か
ら
人
々
が
集
ま

っ
て
い
た
が
、
そ
こ

で
彼
に
親
し
く
接
し

た
の
は
、
三
姓
か
ら
や

っ
て
き
た
三
人
の
高
級
役
人
た
ち
で
、
彼
ら
は
満
洲
人
だ

つ
た
。
林
蔵
は
デ
レ
ン
か
ら

の
帰

り
道
に
は
ア
ム
ー
ル

川
を
河
口
ま
で
下
る
ル
ー
ト
を
選
ん
だ
が
、
そ
の
途
中
ポ
ル
と

い
う
村
で
サ
ン
タ
ン
と
ス
メ
レ
ン
ク
ル
の
居
住
地
の
境
界
を
確
認
し
た
。

さ
ら

に
ホ
ン
コ
川

(現
在

の
ア
ム
グ

ニ
川
)
と
ア
ム
ー
ル
川
の
合
流
地
点
付
近
で
イ
ダ
ー
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
村
を
遠
望
し
て
い
る
。
イ

ダ
ー
の
奥
に
は
キ
ー
レ
ン
が

い
た
。
林
蔵
は
ス
メ
レ
ン
ク
ル
の
居
住
地
域
の
中
を
抜
け
て
ア
ム
ー
ル
川
を
河
口
ま
で
下
り
、
海
峡
を
南
下

し
て
、
サ
ハ
リ
ン
か
ら
大
陸

へ
の
渡
り
口
に
あ
た
る
ノ
テ
ト

(あ
る
い
は
テ
イ
ク
)
の
村
に
帰
還
し
た
。

　
間
宮
林
蔵
ま
で
の
調
査
の
結
果
、
幕
府
は
サ

ハ
リ
ン
と
ア
ム
ー
ル
川
流
域
に
関
す
る
地
理
と
住
民
に
関
す
る
詳
し

い
情
報
を
手
に
入
れ

た
。
最
上
徳
内
の
調
査
結
果
は

『蝦
夷
草
紙
』
と

『蝦
夷
草
紙
後
編
』
と
に
盛
り
込
ま
れ
、
高
橋
次
太
夫
と
中
村
小
市
郎
の
調
査
は

「
唐

太
並

に
山
丹
人
の
義
元
番
人
え
相
尋
候
書
付
」
と

「中
村
小
市
郎
高
橋
次
太
夫
よ
り
唐
太
見
分
の
儀
申
上
候
書
付
」
と

い
う
二
本
の
幕
府

へ
の
報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
た

(こ
れ
ら
後
に
羽
太
正
養
の

『休
明
光
記
』
付
録
巻
七
に
収
め
ら
れ
た
)

[羽
太
　

一
九
三
七
]。
彼
ら
の

デ
ー
タ
は

一
八
〇
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
近
藤
重
蔵
の
『辺
要
分
界
図
考
』
の
サ

ハ
リ
ン
、

ア
ム
ー
ル
川
流
域
に
関
す
る
考
察
の
基
礎
に
な

っ

て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
と
は
別
に
中
村
小
市
郎
は

「唐
松
の
根
」
と
い
う

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
に
類
す
る
記
録
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ

は
明
治
時
代
に
河
野
常
吉
に
よ

っ
て
校
訂
さ
れ
、
「唐
太
雑
記
」
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

　
松

田
伝
十
郎
は

一
八
〇
八
年
か
ら
二

一
年
ま
で
及
ん
だ

「
北
蝦
夷
地
」

(サ

ハ
リ
ン
)
で
の
在
勤
時
代
を

『北
夷
談
』
と

い
う
回
顧
録
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に
ま
と
め
た
が
、
そ
こ
に
サ
ハ
リ
ン
の
地
理
や
民
族
誌
情
報
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
。
間
宮
林
蔵
は
二
回
の
調
査
結
果
を

『北
夷
分

界
余
話
』
と

『東
　
地
方
紀
行
』

の
二
本
の
報
告
書
に
ま
と
め
、
ま
た
、
『舟
行
里
程
図
』
と

い
う
地
図
と
調
査
し
た
村
落
の
問
の
距
離

を
記
し
た
デ
ー
タ
を
作
成
し
て
幕
府
に
提
出
し
た
。
そ
れ
は
サ

ハ
リ
ン
と
ア
ム
ー
ル
川
流
域
に
関
す
る
詳
細
な
地
誌

で
あ
り
民
族
誌
だ

っ

た
。
後

に
シ
ー
ボ
ル
ト
が
そ
の
写
し
を
ド
イ
ツ
語
に
抄
訳
し
て
、
彼

の
主
著

『日
本
』
に
掲
載
し
た
こ
と
で
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
地
理
学
、

民
族
学

で
も
林
蔵
の
業
績
が
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
。

　

一
八
世
紀
後
半
か
ら

一
九
世
紀
初
期
に
わ
た
る
幕
府
主
導

の
調
査
の
結
果
、
サ

ハ
リ
ン
か
ら
ア
ム
ー
ル
川
流
域
に
か
け
て
の
地
域
の
住

民
の
分
類
が
確
定
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
間
宮
林
蔵
ま
で
の
調
査
者
た
ち
の
住
民
区
分
を
す
べ
て
洗
い
出
し
て
み
る
と
、
サ
ハ
リ
ン

(カ

ラ
フ
ト
)
で
は

エ
ゾ
、
タ
ラ
イ
カ
、

ヲ
ロ
ツ
コ
、
ス
メ
レ
ン
ク
ル
、

ニ
ク
ブ
ン
、
ル
モ
ウ
と

い
つ
た
区
分
が
な
さ
れ
、
大
陸
で
は
ス
メ
レ

ン
ク
ル
、
サ
ン
タ
ン
、
コ
ル
デ
ッ
ケ
、
キ
ヤ
ツ
カ
ラ
、
イ
ダ
i
、
キ
ー
レ
ン
と

い
っ
た
区
分
が
な
さ
れ
て
い
る

(図
1
)。

　

エ
ゾ

(蝦
夷
)
と
は
今
日
の
ア
イ
ヌ
の
祖
先
た
ち
を
指
す
。
た
だ
し
、
サ

ハ
リ
ン
の
ア
イ

ヌ

(カ
ラ
フ
ト
ア
イ

ヌ
)
に
は

「
エ
ン
チ

ウ
」
と

い
う
北
海
道

の
ア
イ
ヌ
に
は
な
い
自
称
が
あ
り
、
自
ら
を
北
海
道

の
仲
間
と
は
明
確
に
区
別
し
て
い
た
。
ま
た
、
言
語
も
相
当
異

な
り
、
文
化
に
は
北
隣
の
ニ
ヴ
フ
、
ウ
イ
ル
タ
、
さ
ら
に
は
大
陸
の
ウ
リ
チ
、
ナ
ー
ナ
イ
ら
の
影
響
が
あ
り
、
時
に
は
満
洲
や
中
国
の
文

化

の
強

い
影
響
す
ら
見
ら
れ
た

(図
2
、
図
3
)。

　
江
戸
時
代

の
調
査
者
た
ち
は
サ

ハ
リ
ン
の
ア
イ

ヌ
を
北
海
道
の
人
々
と
文
化
的
に
近

い
集
団
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
た
。
間
宮
林
蔵

も
、
「
此
島

の
人
物
南
方
凡
百
五
、
六
十
里
の
間
は
大
抵
蝦
夷
島
に
異
な
る
事
な
し
…
…
」
[間
宮
　

一
九
八
五
、
三
四
頁
]
と
述
べ
て
い

る
。
し
か
し
、
眉
の
形
、
髪
型
、
衣
服
、
食
事
な
ど
に
相
違
を
み
と
め
て
い
た
。
ま
た
、
当
時
そ
の
サ

ハ
リ
ン
の
ア
イ

ヌ
の
中
に
も
独
特

の
名
称
を
付
さ
れ
た
集
団
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は

「タ
ラ
イ
カ
」
あ
る

い
は

「タ
ラ
イ
カ
人
」
と
呼
ば
れ
た
人

々
で
あ
る
。

　
こ
こ
は
サ
ハ
リ
ン
の
ア
イ
ヌ
の
問
で
も
比
較
的
早
く
か
ら
大
陸
側
と
の
交
易
を
行

つ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

一
六
四
三
年
に

タ
ラ
イ
カ
湾
に
接
近
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
艦
隊
を
指
揮
し
て
い
た
フ
リ
ー
ス
船
長
の
記
録

で
は
、
こ
の
頃
す
で
に
こ
の
地
方
の
ア
イ
ヌ
が
毛
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一
c◎
い
　

　
田

　
〉

穐

H

・
刈

へ
ぐ

苓

・
h〔
く
,

キ ー レン

ス メ レ ンク

イ ダー
キジ

サ ン タン

デ レン

隊ヤツカラ

ウチャラ

コ ルデ ツケ

ハ バ ロ フス ク

ナニヲ ー

ニ ク ブ ン

ノテト

ヲ ロツ コ

タ ライ カ

エゾ

ナ ヨ ロ

白主

タラ イ カ

ユー ジノ ・サハ リ ンス ク

クシ ュ ンコ タ ン

エゾ

エ ゾ

ハ ル ビ ン

イチ ョホ ツ ト

三姓

エゾ

札幌
ヌ ング ダイ

ギリウラ(吉 林)

寧古塔

松前
ウ ラジ オ ス トー ク

図1　江戸時代の住民分布



『北夷分界余話』(国 立公文書館蔵)よ り.

図2　 エゾ(ア イヌ)男 性

「北夷分界余話』(国 立公文書館蔵)よ り.

図3　 エゾ(ア イヌ)女 性
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皮
を
持

っ
て
大
陸
側
に
交
易
に
出
か
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

[北
構
　

一
九
八
三
、
八
六
-
八
七
頁
]。
ま
た
、
先

に
引
用
し
た
坂
倉
源

治
郎

の

『北
海
随
筆
』

で
も
、
サ
ン
タ
ン
と
取
引
し
て
い
た
の
は
タ
ラ
イ
カ
の
人
々
だ

っ
た
。
そ
し
て
、

一
七
四
二
年

(清
の
乾
隆
七
年
)

に
キ
ジ
村

で
起
き
た
殺
人
事
件

の
際
に
、
清
の
役
人
が
被
害
者
側
の
証
人
を
求
め
て
や

っ
て
き
た
の
も
こ
の
地
域
だ

っ
た

[遼
寧
省
棺
案

館
等

　
　一
九
八
四
、
四
〇
五
-
四

一
九
頁
、
松
浦
茂
　
二
〇
〇
三
、
三
二
頁
]。
タ
ラ
イ
カ

(満
洲
語
で
は
ダ
リ
カ

・
ガ
シ
ャ
ン
)
に
は

清
朝

に
ト
ー

・
バ
ラ
と
登
録
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
の
有
力
者
の

一
族
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
と
と
も
に
登
録
さ
れ
た

シ
ュ
ル
ン
グ
ル

・
バ

ラ
の
村
と
さ
れ
た
ク
タ
ン
ギ

・
ガ
シ
ャ
ン

(ア
イ

ヌ
語
で
は
コ
タ
ン
ケ
シ

・
コ
タ
ン
)
も
こ
の
近
く
に
あ

つ
た
こ
と
か
ら
、
彼
ら
も
タ
ラ

イ
カ
人
の
仲
間
と
見
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
タ
ラ
イ
カ
と

コ
タ
ン
ケ
シ
の
有
力
者

の

一
族
は

一
八
世
紀
末
ま
で
に
は
没
落

し
た
ら
し
い

[中
村
小
市
郎
　

一
八
〇

一
、
五
五
ー
五
六
頁
、
佐
々
木
　
二
〇
〇
八
]。

　
カ

ラ
フ
ト
ア
イ

ヌ
や
タ
ラ
イ
カ
の
存
在
は
ア
イ

ヌ
の
下
位
集
団
な
の
か
、
別

の
独
自

の
集
団
と
見
る
べ
き
か
は
民
族
学
、
人
類
学

の
議

論
で
も
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
様
、

ニ
ヴ

フ
に

つ
い
て
も
、
現
在
の
人
類
学
、
民
族
学
で

一
民
族

と
さ
れ
て
い
な
が
ら

江
戸
時
代
に
は
複
数
の
集
団
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ス
メ
レ
ン
ク
ル
、

ニ
ク
ブ

ン
、
ル
モ
ウ
な
ど
で
あ
る
。
特
に
日
本
で

は
ス
メ
レ
ン
ク
ル
と

ニ
ク
ブ
ン
の
区
分

へ
の
こ
だ
わ
り
が
強

い
。
中
村
小
市
郎
か
ら
間
宮
林
蔵
、
さ
ら
に
は
幕
末

の
松
浦
武
四
郎

(彼

は

一
八
四
六
年
と
五
六
年
に
サ

ハ
リ
ン
南
部
を
踏
査

し
て
い
る
)
に
至
る
ま
で
、
サ

ハ
リ
ン
西
海
岸
北
部
の
住
民

を
ス
メ
レ
ン
ク
ル
、

内
陸

の
テ
ィ
ミ
川
流
域
か
ら
東
海
岸
北
部

の
住
民
を

ニ
ク
ブ
ン
と
す
る
区
分
が
定
着
し
て
い
た

[中
村
小
市
郎
　

一
八
〇

一
、
間
宮

一
九

八
五
、
松
浦
武
四
郎
　

一
九
七
七
]。
そ
し
て
小
市
郎

の
聞
き
取
り
調
査
と
林
蔵
の
実
際
の
踏
査
に
よ

っ
て
、

ス
メ
レ
ン
ク
ル
が
ア

ム
ー
ル
川
流
域
の
最
も
下
流
の
沿
岸
と
タ
タ
ー
ル
海
峡
に
面
し
た
海
岸
に
も

い
た
こ
と
が
わ
か

つ
て
い
る

(図
4
、
図
5
)。

　
ス
メ
レ
ン
ク
ル
と

ニ
ク
ブ
ン
が
社
会
的
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ

っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
彼
ら
と
ア
イ
ヌ
と
の
間
は
友
好
的
で

は
な

か

っ
た
。
松
田
伝
十
郎
が
初
め
て
サ

ハ
リ
ン
南
部

の
ア
イ

ヌ
の
人
々
を
道
案
内
に
し
て
サ

ハ
リ
ン
西
海
岸
を

北
上
し
た
と
き
、
彼

ら
は
極
度
に
そ
れ
を
嫌

つ
た

[松
田
　

一
九
七
二
]。

ス
メ
レ
ン
ク
ル
た
ち
を
恐
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景

に
は

=
ご
、

一
四
世
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『北夷分 界余話』(国 立公文書館 蔵)よ り.

図4　 ヌメレンクル夷(ニ ヴフ)男 性

『北夷分界余話』(国 立公文書館蔵)よ り.

図5　 ヌメレンクル夷(ニ ヴフ)女 性

第H部 　国家に よる民族 的世界 の認識　　188



紀

の
骨
鬼

(ク
ギ
)
と
吉
烈
迷

(ギ
レ
ミ
)
の
戦
い
以
来

の
対
立
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

(第
-
部
第

一
章

の
中
村
和
之

論
文
を
参

照
)。
近
代
の
ア
イ
ヌ
の
間
で
も

ニ
ヴ
フ
と

の
戦
い
の
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
た

[中
村
チ
ヨ

・
村
崎

・
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ

一
九
九
二
]。
後
述
の
よ
う
に
、
タ
ラ
イ
カ
地
方
の
ア
イ
ヌ
と

ニ
ク
ブ
ン
と
の
関
係
も
良
好
で
は
な
か

つ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

エ
ゾ
、

ス
メ
レ
ン
ク
ル
に
続

い
て
江
戸
時
代

の
調
査
者
た
ち
が
接
触
し
た

の
が
、
ヲ
ロ
ツ
コ
と
呼
ば
れ
た
人

々
で
あ
る
。
現
在

の
ウ
イ

ル
タ

の
祖
先
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
ト
ナ
カ
イ
を
飼
う
と
い
う
周
囲
の
人
々
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
を
有
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
明
確
に

区
別
さ
れ
た
。
彼
ら
は
内
陸
部
で
は
ト
ナ
カ
イ

の
背
に
荷
物
を
積
み
、
海
岸
地
帯

で
は
舟
に
乗

っ
て
交
易
の
旅
に
出

て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
て

い
る
。
彼
ら
は
ア
ニ
ワ
湾
に
面
し
た
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン

(現
在

の
コ
ル
サ
コ
フ
市
の
近
傍
に
あ

つ
た
)
に
設
置
さ
れ
た
松
前
藩
や
幕

府

の
番
屋
に
や
つ
て
き
て
サ
ン
タ
ン
商
人
ら
と
同
じ
よ
う
な
中
国
製

の
絹
織
物
や
綿
織
物
、
ガ
ラ
ス
玉
な
ど
を
毛
皮
、
鉄
製
品
と
交
換
す

る
交
易
活
動
に
従
事
し
た
。
そ
れ
は
特
に

「
ヲ
ロ
ツ
コ
交
易
」
と
呼
ば
れ
る

[末
松
　

一
九
二
八
]
(図
6
、
図
7
)
。

　
彼
ら
も
ま
た
、

ア
イ
ヌ
と
は
友
好
関
係
に
は
な
か

っ
た
。
特
に
タ
ラ
イ
カ
の
ア
イ
ヌ
と

の
問
で
激
し

い
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と

が
あ
り

(タ
ラ
イ
カ
合
戦
)、
そ
れ
は
双
方
に
伝
承
と
し
て
残
さ
れ
て
き
た
。
両
者
の
険
悪
な
関
係
は
中
村
小
市
郎
が
す
で
に
記
録
し
て

お
り
、
「
ヲ
ロ
コ
と

ニ
ク
ブ

ン
は
互
に
縁
組

い
た
す
。
タ
ラ
イ
カ
始
唐
太
附
の
夷
人
は
縁
組
不
致

ヲ
ロ
コ
ニ
ク
ブ
ン
共
山
丹
人
共
縁
組
無

之
由

。
」
[中
村
小
市
郎
　

一
八
〇

一
]
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
前
述

の
よ
う
に
大
陸
側
の
住
民
は
、
ス
メ
レ
ン
ク
ル
、
サ
ン
タ
ン
、

コ
ル
デ
ッ
ケ
、
キ
ヤ
ツ
カ
ラ
、
イ
ダ
ー
、
キ
ー
レ
ン
な
ど
と
区
分

さ
れ

て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
サ

ハ
リ
ン
で
日
本
側
と
直
接
接
す
る
機
会
を
持

つ
て
い
た
の
は
ス
メ
レ
ン
ク
ル
と
サ

ン
タ
ン
で
あ
る
。

コ
ル

デ
ッ
ケ
も
ま
れ
で
は
あ
る
が
サ
ハ
リ
ン
南
端
に
あ

っ
た
白
主
の
会
所
に
来
る
サ
ン
タ
ン
商
人
ら
に
混
ざ

っ
て
や

っ
て
く
る
こ
と
が
あ

つ
た

[中
村
小
市
郎
　

一
八
〇

一
、
二
頁
]
。

　
間
宮
林
蔵
の
観
察
に
よ
る
ス
メ
レ
ン
ク
ル
、
サ
ン
タ
ン
、

コ
ル
デ
ッ
ケ
の
区
別

の
仕
方
が
興
味
深

い
。
彼

に
よ
れ
ば
、

ス
メ
レ
ン
ク

ル
と

サ
ン
タ
ン
に
関
し
て
は
、
「住
夷

(サ
ン
タ
ン
の
こ
と
ー
筆
者
注
〉

の
容
貌
カ
ラ
フ
ト
島
中
の
ス
メ
レ
ン
ク

ル
夷
に
異
な
る
事
な
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『北夷分界余話』(国 立公文書館蔵)よ り.

図6　 ヲロツコ夷(ウ イルタ)男 性

『北夷分界余話』(国 立公 文書館 蔵)よ り.

図7　 ヲロツコ夷(ウ イルタ)女 性
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『東　 地方紀行』(国 立公文書館蔵)よ り.

図8　群夷騒擾

し
。
然
れ
ど
も
、
其
言
語
大
に
異

に
し
て
弁
ず

べ
か
ら
ざ

る
も
の
多
し
」
[間
宮
　

一
九
八
五
、

一
二
九
頁
]
と

い
っ

て
、
顔

つ
き
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
な

の
に
、
言
語
が
全

く
異
な
る
と

い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
サ

ン
タ
ン
と

コ
ル
デ
ッ

ケ
に

つ
い
は
、
「
地
夷

(
コ
ル
デ

ッ
ケ

の
こ
と
-
筆
者
注
)

の
容
貌
理
髪
、
其
他
衣
服
に
至
る
ま

で
、
山
旦
夷
に
異
な

る
事
な
し
。
其
言
語

は
小
異
あ
り
と

い
へ
ど
も
、

一
日
の

帯
泊
中
、
其
詳
な
る
事
を
知
ら
ず
」
、
「
地
夷

の
内
満
洲
夷

の
ご
と
く
剃
頭
の
者
あ
る
を
見
し
か
ど

も
…
…
」
[間
宮

一
九
八
五
、

ニ
エ
一
頁
]、
と
述
べ
て
、
言
語
が
似
通

っ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
髪
型
に
違

い
が
見
ら
れ
る
と

い
う

の
で

あ
る

(図
8
)
。

　
こ
の
指
摘
は
、
近
代
の
人
類
学
者
や
民
族
学
者
に
よ
る
言

語
系
統
分
類
と
民
族
区
分
と
に
見
事
に
符
合
す
る
。
す
な
わ

ち
、
林
蔵

の
観
察
を
近
現
代

の
民
族
学

で
再
解
釈
す
れ
ば
、

ス
メ
レ
ン
ク
ル
と
サ
ン
タ
ン
の
間

の
差

異
は
近
現
代
の
ウ
リ

チ
と

ニ
ヴ
フ
の
差
異
を
表
す
。
す
な
わ
ち
両
民
族
は
服
装
、

髪
型
な
ど
が
ほ
ぼ
同
じ
だ

つ
た
の
に
対
し
て
、
言
語
が
ニ
ヴ

フ
語
と
ツ
ン
グ
ー
ス
系
の
ウ
リ
チ
語
と

い
う
系
統
す
ら
異
な
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る
言
語
を
固
有
言
語
と
し
て

い
た
。
他
方
、
サ
ン
タ
ン
と
コ
ル
デ
ッ
ケ
の
相
違
は
、
ツ
ン
グ
ー
ス
系

の
言
語
を
話
す
者

の
中
で
の
習
俗
の

相
違
を
表
す
。
弁
髪
の
周
囲
に
剃
り
を
入
れ
る
か
入
れ
な
い
か
は
満
洲
や
清
朝
に
対
す
る
親
近
感

の
表
れ
の
差

で
、
事
実
上
そ
れ
は
ナ
ー

ナ
イ
と

ウ
リ
チ
の
差
を
表
す
。
間
宮
林
蔵
は
ア
ム
ー
ル
川
を
デ
レ
ン
ま
で

一
度
往
復
し
た
だ
け
で
、
ス
メ
レ
ン
ク
ル
、

サ
ン
タ
ン
、
コ
ル

デ
ッ
ケ

の
言
語
と
文
化
の
異
同
を
見
事
に
見
抜

い
て
い
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

　
キ
ヤ

ツ
カ
ラ
、
イ
ダ
ー
、
キ
ー
レ
ン
に
つ
い
て
は
、
日
本
側

の
調
査
者
た
ち
は

い
ず
れ
も
間
接
的
な
情
報
を
得
て

い
た
に
過
ぎ
な

い
。

前
述
の
よ
う
に
、
キ
ヤ
ツ
カ
ラ
は
林
蔵
が
サ

ハ
リ
ン
の
ノ
テ
ト

(
テ
イ
ク
)
か
ら
大
陸
の
入
り
江

(現
在

の
デ

・
カ
ス
ト
リ
湾
)
に
渡

つ

て
き
た
と
き
に
、
そ
こ
で
満
洲
仮
府
デ
レ
ン
に
向
か
う
人

々
に
出
会

っ
た
に
す
ぎ
な

い
。
イ
ダ
ー
に

つ
い
て
も
ホ
ン
コ
川

(ア
ム
グ
ニ
川
)

の
河
口
に
あ

つ
た
彼
ら
の
村
を
遠
望
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
キ
ー
レ
ン
に
つ
い
て
は
、
直
接
出
会

っ
た
も

の
は
い
な
い
も

の
の
、
間
宮
林
蔵
が
次
の
よ
う
な
伝
承
を
伝
え
て
い
る
。

　
　
キ

ー
レ
ン
と
申
人
物
は
、
サ

ハ
リ
ン
川
辺
亦
は
マ
ン
ゴ
ー

川
之
東
北
余
程
奥
山

二
住
居
候
者

二
而
、
風
俗
は
サ

ン
タ
ン
人
之
形
も
有

　
　
之
、
亦
は
拾
人
之
内

二
蝦
夷
人
之
如
く

二
断
髪

二
而
、
蘭
人
之
服

二
似
タ
ル
服
を
着
、
言
語
は
ス
メ
レ
ン
ク
ル
之
言
を
能
ク
通
候

　
　
由
。
此
人
物
は
ヌ
ッ
チ
ャ
国
附
属
之
人
之
由

二
而
、
拾
入
之
内

二
は
火
打
仕
懸
ケ
之
鉄
炮
所
持
仕
、
稀

二
は

マ
ン
ゴ
ー
川
辺

二
山
猟

　
　
亦

は
交
易
と
し
て
ま
か
り
越
し
候
事
も
有
之
候
由
。
…
…

[間
宮
　

一
九
八
五
、

一
八
四
ー

一
八
五
頁
]

　

こ
の
キ
ー
レ
ン
と
は

ロ
シ
ア
領
内
か
ら
き
た

エ
ヴ

ェ
ン
キ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
「蘭
人
之
服
」
に
似
た
服
装
を

し
、
火
打
ち
式
銃

(「
火
打

仕
懸
ケ
之
鉄
炮
」
)
を
持

つ
も

の
も

い
た
。

エ
ヴ

ェ
ン
キ
は
シ
ャ
ン
タ
ル
湾
沿
岸

で
ニ
ヴ
フ
と
接
触
し
て
お
り
、
ス
メ
レ
ン
ク
ル

の
言
葉
を
う
ま
く
話
し
た
と

い
う
こ
と
は

ニ
ヴ

フ
語
を
習
得
す
る
ほ
ど
親
密
に
接
し
て
い
た
こ
と
を
表
す
。

つ
ま
り
、

地
元
の
住
民
に
は

ネ

ル
チ

ン
ス
ク
条
約
に
よ

っ
て
ロ
シ
ア
と
清
と
の
間
に
設
け
ら
れ
て
い
た
国
境
は
意
味
を
な
し
て
い
な
か

っ
た
わ
け

で
あ
る
。
彼
ら
の
中

に
は
獲
物
や
交
易
相
手
を
求
め
て
清
側
の
地
域
に
入
る
込
む
も

の
が
お
り
、
そ
の
中
に
は
サ

ハ
リ
ン
ま
で
足
を
伸
ば
す
も
の
も

い
た
の
だ

ろ
う
。
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し
か
し
、

ロ
シ
ア
に
属
す
る
も
の
に
は
サ

ハ
リ
ン
で
の
安
全
は
保
証
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
間
宮
に
よ
れ
ば
、
や

っ
て
き
て
二
年
ほ
ど

は
地
元
住
民
と
平
和
共
存
で
き
た
が
、
そ
の
後
何
か
の
理
由
で
対
立
が
起
き
、
結
局

一
人
も
生
き
残
れ
な
か

っ
た
。
サ
ハ
リ
ン
に
や

っ

て
き

た
キ
ー
レ
ン
と
呼
ば
れ
た
人
々
の
運
命
は
、
サ
ハ
リ
ン
に
お
け
る
当
時
の
日
本
、
中
国
、

ロ
シ
ア
の
勢
力
関
係

が
反
映
さ
れ
て
い
る

[佐
々
木

　

一
九
九
六
]。

3

清
朝
に
よ
る
住
民
区
分

　
異
文
化
集
団
を
包
含
す
る
国
家
、
あ
る

い
は
異
文
化
集
団
に
よ

つ
て
構
成
さ
れ
る
国
家
と
し
て
は
、
中
国
は
日
本

と
は
比
較
に
な
ら
な

い
ほ
ど

の
巨
大
な
時
間
的
、
空
間
的
ス
ケ
ー
ル
を
持

っ
て
い
た
。
本
章
で
考
察
対
象
と
す
る
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
か
ら
サ

ハ
リ
ン
に
か
け

て
の
地
域
で
も
、
中
国
で
は
ど
ん
な
に
遅
く
て
も
唐
代
に
は
こ
の
地
域
の
住
民
を
分
類
し
、
名
称
を
与
え
て
記
録
し

て
い
た
。
例
え
ば
現

在

の
松
花
江
下
流
域
か
ら
ア
ム
ー
ル
川
中
流
域
あ
た
り
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る

「黒
水
靺
鞨

」
や
サ

ハ
リ
ン
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
人
で
は

な

い
か
と
も

い
わ
れ
る

「流
鬼
」
[菊
池
　

一
九
八
九

・
二
〇
〇

一
]
な
ど
が

『新
唐
書
』
や

『唐
会
要
』
な
ど
に
登
場
す
る
。
今
日
の

ニ
ヴ

フ
の
旧
称
で
あ
る
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
近

い
名
称

「吉
烈
迷
」
(ギ
レ
ミ

の
同冨
巨

と
読
ま
せ
る
)
が
登
場
す
る
の
は
、
金
王
朝
の
正
史

『金

史
』

で
あ
る
。
そ
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
が
遠
征
し
、
ア
ム
ー
ル
川
流
域
の
直
接
支
配
を
行

っ
た
元
代
に
な
る
と
、
「
吉
烈
迷
」
は
ア
ム
ー

ル
川
河
口
周
辺
か
ら
サ

ハ
リ
ン
北
部

の
住
民
と
し
て
詳
し
い
民
族
誌
的
情
報
が
付
加
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
サ
ハ
リ
ン
の
住
民
と
し
て

「骨
鬼
」
(ク
ギ
K
u
g
i陣と
読
ま
せ
る
)
が
登
場
す
る

(『元
史
』
、
『元
文
類
』
、
『開
原
新
志
』
な
ど
)。
他
方

ア
ム
ー
ル
川
流
域
に
は

「女
真
」

の
ほ
か
、
大
河
に
生
き
る
タ
タ
ー
ル
人
を
意
味
す
る

「水
韃
韃

」
と

い
う
住
民
が
登
場
す
る

(
『元
史
』
)。
吉
烈
迷

と
骨
蒐
は
対
立
関
係

に
あ

り
、
先
に
元
王
朝
に
服
従
し
た
吉
烈
迷
が
骨
鬼

の
攻
撃
を
受
け
て
元
に
助
け
を
求
め
た
こ
と
が
、
元
軍
の
サ

ハ
リ
ン
進
出
の

一
因
と

な

っ
た
。
後
に
吉
烈
迷
の

一
部
は
骨
鬼
と
と
も
に
軍
事
行
動
を
起
こ
す
が
、
元
軍
に
平
定
さ
れ
た

(第
Ⅱ

部
第

一
章

の
中
村
論
文
参
照
)
。
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明
代

に
入
る
と
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域

の
住
民
は
基
本
的
に

「
野
人
女
真
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
の

一
員
と
し
て
認
識

さ
れ
る
。

一
四

一
三

年
に
現
在
の
テ
ィ
ー
ル
村
に
設
置
さ
れ
た
奴
児
干
都
指
揮
使
司
に
付
随
し
て
建
立
さ
れ
た
永
寧
寺
の
碑
文

(「永
寧
寺

碑
」
)
に
彫
ら
れ
た

女
真
語

の
碑
文
で
は
漢
文

の

「野
人
」
と

い
う
こ
と
ば
に

「
ウ
デ
ィ
グ
」
(
U
d
i
g
e

)
と

い
う
こ
と
ば
が
当
て
ら
れ
て

い
る

[叢

・
趙

一
九
八

五
、

一
八
七
頁
]
。
こ
の
ウ
デ
ィ
グ
と
い
う
名
称
は
森
の
人
と

い
う
意
味
合

い
を
持

つ
。
こ
の
名
称
に
は
女
真

文
字
と
女
真
文
語

を
作
成

し
た
中
国
東
北
地
方

の
女
真
た
ち

の
ア
ム
ー
ル
下
流
方
面
の
人
々
に
対
す
る
認
識
が
反
映
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い

(図
9
)。

　
永
寧
寺
碑
に
は
ウ
デ
ィ
グ
以
外
に
、
や
は
り
吉
烈
迷

(ギ
レ
ミ
G
i
l
e
m
i

)
、
苦
兀

(ま
た
は
苦
夷
、
ク
イ

内
自
旨
と
読
む
)
と

い
つ
た

集
団
名

が
登
場
す
る
。
両
者
は
ほ
ぼ
元
代

の
吉
烈
迷
と
骨
鬼
と

い
う
分
類
、
名
称
を
受
け
継

い
だ
も
の
で
あ
る
。

　
清
代

に
入
る
と
野
人
す
な
わ
ち
ウ
デ
ィ
グ
と
呼
ば
れ
た
人

々
が

い
く

つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
て
史
料
に
登
場
す
る
よ
う
に
な

る
。

一
六
世
紀
末
か
ら

一
七
世
紀
初
め
の
清
朝
興
隆
期
の
記
録
で
あ
る

『満
文
老
櫨
』
や

『満
洲
実
録
』
に
は
ウ

ェ
ジ

謡
魯
、
ワ
ル
カ

薯
母
訂

、

フ
ル
ハ
H
u
r
h
a、
イ

ェ
ン
ダ

フ
ン

・
タ
ク
ラ
ラ

・
グ
ル
ン
Y
e
n
d
a
h
u
n
 
t
a
k
u
r
a
r
a
 
g
u
r
u
n

な
ど
と

い
う
グ

ル
ー
プ
が
見
ら
れ

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ヨ　

る

[清
実
録

一　

一
九
八
五
、
満
文
老
椹

一

(太
祖

一
)　

一
九
五
〇
]
。
こ
れ
ら
の
集
団
名

の
現
れ
方
に
関
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
史
料

の

校
訂
が

行
わ
れ
て
以
来
、
東
洋
史
学
者

の
間
で
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た

[田
中
克
己
　

一
九
五
九
、
阿
南
　

一
九
八
〇
、
吉
田

一
九
七

四
、
増
井
　

一
九
八
三
]
。
し
か
し
、
そ
れ
を
人
類
学
的
な
視
点
で
見
直
す
と
、
こ
の
三
つ
の
集
団
名
の
使
わ
れ
方
は
、
実
際

の

人
間
集

団

の
移
動
と
、
史
料
の
編
者
た
ち
の
認
識
の
変
化
の
両
方
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
清
朝
を
建
国

し
た
建
州
女
真
の
勢
力
に
近
か

っ
た
牡
丹
江
流
域
か
ら
図
門
江

(豆
満
江
)
、
ス
イ
フ
ン
川

(緩
券
河
)
な
ど
の
流
域

や
現
在

の
ロ
シ
ア

沿
海
地

方
南
部
地
域

の
人

々
は
、

ウ
ェ
ジ
、
ワ
ル
カ
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
初
代

ヌ
ル
ハ
チ

(太
祖
、
在
位

一
六

一
六
年
～
二
六

年
)、

二
代
目
ホ
ン
タ
イ
ジ

(太
宗
、
在
位

一
六
二
六
年
～
四
三
年
)
の
時
代
か
ら
満
洲
八
旗
に
編
入
さ
れ
て
多
く

の
住
民
が
中
国
に
近

い
地
方

に
移
住
さ
せ
ら
れ
、

一
七
世
紀
前
半
ま
で
に
人
ロ
が
か
な
り
減

っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
ヌ
ル
ハ
チ
た
ち
に
対
す
る
対
抗
勢
力
と

は
見
ら

れ
な
く
な
り
、
次
第
に
地
名
と
し
て
、
あ
る
い
は
東
北
辺
境
地
域

の
住
民
の
総
称
と
し
て
使
わ
れ
る
に
過
ぎ
な
く
な

っ
た
と
考
え
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水韃韃

ハバ ロ フス ク
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吉列迷

苦兀(骨嵬)

ユ ー ジ ノ ・サ ハ リ ンス ク

可木

女真

唐子
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渡党 …中国資料に登場する住民名

*(　 )は 元代の名称

渡党…諏訪大明神絵詞に登場する

　 蝦夷の地域集団名

●…当時の史料に登場する地名

■…現在の地名

図9　元明時代の住民分布



ら
れ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
牡
丹
江
流
域
か
ら
松
花
江
、
そ
し
て
ア
ム
ー
ル
川
中
流
域
に
い
た
と
さ
れ
る
フ
ル
ハ
の
場
合
に
は
、
八
旗
に
編
入
さ

れ
る
者
も

い
た
が
、
そ
の
多
く
が
毛
皮
貢
納
民

(「
辺
民
」
)
と
し
て
地
元
に
留
ま

っ
た
。
場
合
に
よ

っ
て
は
移
住
に
よ

っ
て
人
が

い
な
く

な

っ
た
旧

ワ
ル
カ
の
居
住
地

(例
え
ば
ウ
ス
リ
ー
川
流
域
な
ど
)
に
移

っ
た
人
々
も

い
た
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
た
め
に
、

フ
ル

ハ
と

い

う
名
称

と
集
団
の
居
住
範
囲
は
拡
大
し
、
四
代
目
の
康
煕
帝

(聖
祖
、
在
位

一
六
六

一
年
～

一
七
一
二

年
)

の
時
代
ま
で
そ
の
存
在
が
認

め
ら
れ
て

い
た
。

し
か
も
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
治
世
の
後
半
か
ら
三
代
目
順
治
帝

(世
祖
、
在
位

一
六
四
三
年
～
六

一
年
)

の
時
代
ま
で
、

フ
ル
ハ
は
東
北
地
方

の
毛
皮
貢
納
民
の
代
表
的
な
集
団
だ

っ
た

(ウ

ェ
ジ
、
ワ
ル
カ
、

フ
ル
ハ
の
位
置
関
係
に
つ
い
て
は
第
H
部
第
二
章

の
杉
山
論
文
参
照
)。

　
太
祖

ヌ
ル
ハ
チ
の
時
代
か
ら
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
に
は
イ

ェ
ン
ダ
フ
ン

(ま
た
は
イ
ン
ダ

フ
ン
)
・
タ
ク
ラ
ラ

・
グ
ル
ン
と
呼
ば
れ
る

人
々
と
地
域
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
漢
文
で
は

「使
犬
国
」
、
「
使
犬
部
」
、
「使
犬
部
落
」、
「使
狗
地
方
」
な
ど
と
表
さ
れ
る

(以

後
本
章

で
は

「
使
犬
部
」
と
す
る
)
。
犬
を
飼
い
、
犬
ぞ
り
を
主
要
な
交
通
手
段
と
し
て
い
た
こ
と
を
特
徴
と
す
る
と
見
ら
れ
た
人
々
で

あ
る
。
彼
ら
は
太
祖

の
時
代
に
毛
皮
を
貢
納
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
本
格
的
に
清
朝
と
関
係
を
維
持
す
る
よ
う

に
な
る
の
は
順
治
帝
の

時
代
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
後
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
で
は
フ
ル
ハ
と
使
犬
部
の
境
界
が
徐

々
に
下
流
に
移
動
す
る
。

両
者
の
間
の
人
の
入
れ
替
わ
り
と
分
布
の
移
動
は
、
人

々
の
移
住
で
は
な
く
、
使
犬
部
か
ら

フ
ル

ハ
へ
と
認
定
変
更
さ
れ
る
人
々
が
増
え

た
こ
と

に
起
因
す
る

[佐
々
木
　

一
九
九
四
]。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　る　

　
ア
ム
ー
ル
川
を
巡
る

ロ
シ
ア
と
の
紛
争
が
始
ま
り
、
使
犬
部
を
は
じ
め
、
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
か
ら
サ

ハ
リ
ン
の
住
民
ま
で
が
毛
皮
貢

納
に
応

じ
る
よ
う
に
な
る
と
、
清
の
集
団
認
識
、
集
団
識
別
方
法
が
さ
ら
に
大
き
く
変
わ

つ
た
。
ま
ず
、
使
犬
部
よ
り
下
流
に
ブ
イ
ヤ
カ

(飛
牙
喀
、
費
雅
喀
)
、
サ
ハ
リ
ン
に
ク
イ

ェ

(庫
頁
)
、
ア
ム
ー
ル
川
の
支
流
地
域
に
キ
レ
ル

(欺
勒
爾
、
奇
勒
爾
)
、
キ
ヤ
カ
ラ

(奇
雅

喀
嘲
)
と

い
っ
た
集
団
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

つ
い
で
、
四
代
目
の
康
煕
帝

の
時
代
と
な
る
と

一
六
七
〇
年
代
か
ら
フ
ル
ハ
の
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毛
皮
貢

納
民
を
満
洲
八
旗
に
編
入
す
る
作
業

(新
満
洲
八
旗
の
編
成
)
が
始
ま
り
、
そ
こ
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
毛
皮
貢
納
民
に
と
ど
ま

つ

た

フ
ル

ハ
は
、
そ
の
氏
族

(
バ
ラ
)
の
数
か
ら
、
「
八
姓
」、
「七
姓
」
あ
る
い
は

「剃
髪
黒
金
」

(頭
を
剃

っ
た

ヘ
ジ

ェ
と
い
う
意
味
)
な

ど
と
呼

ば
れ
た
。
彼
ら
に
は
満
洲
と
同
じ
く
、
頭

の
周
囲
を
剃

っ
た
上
で
弁
髪
を
結
う
髪
型
が
普
及
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
毛
皮

貢
納
民

の
主
力
は
使
犬
部

の
方
に
移
り
、
そ
の
頃
よ
り
使
犬
部
に
代
わ

っ
て

「
ヘ
ジ

ェ
」

(黒
金
、
赫
哲
)
と

い
う
呼
称
が
よ
り
多
く
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
当
時
旧
使
犬
部

の
ヘ
ジ

ェ
に
は
頭
を
剃
る
習
慣
が
普
及
し
て
い
な
か

っ
た
ら
し
く

「不
剃
髪
黒
金
」
と
呼
ば
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
呼
称
上
の
区
別
は
楊
賓
の

『柳
辺
紀
略
』
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る

[楊
賓
　

一
九
八
五
、
二
五

一
頁

]。

　

一
八
世
紀
に
入
る
と
、
旧
毛
皮
貢
納
民
か
ら

の
満
洲
八
旗
編
成
作
業
は
さ
ら
に
進
み
、

一
七

一
二

(康
煕
五

一
)
年
か
ら

一
七
三
二

(雍
正

一
〇
)
年
ま
で
の
間
に
ア
ム
ー
ル
川
中
流
域
と
ウ
ス
リ
ー
川
流
域

の
人
々
も
八
旗
に
編
入
さ
れ
て
、
旧

フ
ル

ハ
出
身
の
毛
皮
貢
納

民
は
ほ
ぼ
消
滅
し
、
毛
皮
貢
納
制
度
は

ヘ
ジ

ェ
と
呼
ば
れ
る
人
々
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
乾
隆
年

間

(
一
七
三
六
年
～

九
五
年
)

の
清
朝
全
盛
期
は
毛
皮
貢
納
制
度
の
全
盛
期
で
も
あ

っ
た
が
、
こ
の
時
代
に
東
北
の
毛
皮
貢
納
民
と
し
て
清
朝
の
役
所

(牡
丹

江
中
流

の
寧
古
塔
に
あ

っ
た
寧
古
塔
副
都
統
衙
門
と
牡
丹
江

の
河
口
の
三
姓
に
あ

つ
た
三
姓
副
都
統
衙
門
)
に
登
録
さ
れ
た
人

々
は
、

ヘ

ジ

ェ
、
キ
レ
ル
、
キ
ヤ
カ
ラ
、

フ
ィ
ヤ
カ
、
オ
ロ
ン
チ

ョ
、
ク
イ

ェ
の
六
つ
の
集
団
に
分
類
さ
れ
て
い
た

(図
10
)。

　
こ
れ
ら

の
集
団
の
属
性
に
つ
い
て
は
、

}
七
六

一

(乾
隆
二
六
)
年
に
完
成
し
た
と
さ
れ
る

『皇
清
職
貢
図
』
巻
三
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
書
物
は
、
清
朝
に
朝
貢
に
や

つ
て
く
る
人
々
の
民
族
誌
的
デ
ー
タ
を
男
女

の
姿
を
描

い
た
図
入
り
で
解
説
し
た
も

の
で
あ
る

[傅
恒
等
　

一
九
九
二
、
二
四
四
頁
]。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
ク
イ

ェ

(庫
葉
)
は
東
海

の
雅
丹

(ヤ
ダ
ン
)
、
達

里
漢

(ダ
リ
カ
)
の

地
に
居
住
し
て
い
た
。
雅
丹
と
は
サ

ハ
リ
ン
南
部
西
海
岸
に
あ

つ
た
ア
イ
ヌ
の
有
力
集
落
ナ
ヨ
ロ
を
指
し
、
達
里
漢
は
サ
ハ
リ
ン
中
部
の

タ
ラ
イ

ヵ
湖
に
面
し
た
タ
ラ
イ
ヵ
地
方
を
指
す
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
地
名
と
そ
の
服
装
な
ど
に
関
す
る
記
録
か
ら
彼
ら
は
サ
ハ
リ
ン
の

ア
イ

ヌ
の
祖
先
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ク
イ

ェ
と

い
う
名
称
は
元
代
の
骨
宛
、
明
代
の
苦
兀
を
引
き
継

い
だ
も
の
で
あ
る
。

　

ブ
イ
ヤ
カ

(費
雅
喀
)
は
現
在

の
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
か
ら
サ
ハ
リ
ン
北
部
に
か
け
て
の
地
域
に

い
た
人
々
で
あ

る
。
犬

の
毛
皮
と
思
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わ
れ
る
外
套
を
着
て
、
ク
ロ
テ
ン
と
思
わ
れ
る
毛
皮
獣
を
下
げ
た
男
性
の
姿
な
ど
か
ら
今
日
の
ニ
ヴ
フ
の
祖
先
を
指
す
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。

し
か
し
、

ニ
ヴ

フ
語
と
は
異
な
る
ツ
ン
グ
ー
ス
系

の
言
語
を
話
し
な
が
ら
、
衣
食
住
な
ど
の
物
質
文
化
や
ク
マ
儀
礼
な
ど
の
精
神
文

化
に
強

い
共
通
性
を
持

つ
て
い
た
ウ
リ
チ
が
含
ま
れ
る
可
能
性
が
高

い
。
こ
の
フ
ィ
ヤ
カ
と

い
う
名
称
の
語
源
は
不
明
で
あ
る
。
元
代
、

明
代
に
は
吉
烈
迷

(ギ
レ
ミ
)
と
呼
ば
れ
た
人

々
の
子
孫
に
当
た
る
が
、
満
洲
は
彼
ら
を

フ
ィ
ヤ
カ
と

い
う
全
く
異
な

る
名
称

で
呼
ん
だ
。

　
オ

ロ
ン
チ
ョ

(郭
倫
悼
ま
た
は
郭
倫
春
)
も
ク
イ

ェ
同
様
や
は
り
東
海

の
島
に
お
り
、
シ
カ
を
飼
う
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
シ

カ
と
は
明
ら
か
に
ト
ナ
カ
イ
の
こ
と
で
あ
る
。
男
性

の
図
で
は
ト
ナ
カ
イ
と
思
わ
れ
る
シ
カ
の
手
綱
を
持

つ
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
彼
ら
が
現
在

の
ウ
イ
ル
タ
の
祖
先
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
オ
ロ
ン
チ

ョ
と
い
う
満
洲
語
の
名
称
は
後

の
オ
ロ
チ
ョ
ン
さ
ら
に

は
ア
イ
ヌ
語
に
由
来
す
る
日
本
側
の
名
称

で
あ
る
ヲ
ロ
ツ
コ
に
つ
な
が
る
名
称
で
あ
る
。

　
キ

レ
ル

(皇
清
職
貢
図
で
は
キ
レ
ン
あ
る
い
は
奇
樗
)
は
ホ
ン
コ

・
ビ
ラ

(ア
ム
グ

ニ
川
)、
ゴ
リ
ン
川
、
ク
ル
川
、

ウ
ル
ミ
川
な
ど

ア
ム
ー
ル
川
左
岸
に
流
れ
込
む
支
流
域
に

い
た
人

々
で
、
今
日
の
ネ
ギ
ダ
ー
ル
、

エ
ヴ

ェ
ン
キ
、
あ
る
い
は
後
に
ナ

ー
ナ
イ
に
同
化
さ
れ

た
人

々

(ナ
ー
ナ
イ
の
キ
レ

・
バ
ラ
や
サ

マ
ル

・
バ
ラ
な
ど
)
の
祖
先
に
当
た
る
。
そ
れ
に
対
し
て
キ
ヤ
カ
ラ

(恰
喀
拉
あ
る
い
は
奇
雅

喀
嘲
)
は
、
ア
ム
ー
ル
川
右
岸
や
ウ
ス
リ
ー
川
に
注
ぐ
支
流
の
流
域
に
い
た
人

々
で
、
今
日
の
オ

ロ
チ
、
ウ
デ
へ
の
祖
先
に
当
た
る
。
現

在
彼
ら
は
白
樺
樹
皮
製
の
ボ
ー
ト
は
使
わ
な

い
が
、
『皇
清
職
貢
図
』
に
は
樹
皮
舟
に
乗

っ
て
漁
に
出
か
け
る
男
性
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

『皇
清
職
貢
図
』

で
は

ヘ
ジ

ェ
が
ヘ
ジ

ェ

(赫
哲
)
と
ナ
ダ
ン

・
バ
ラ

(七
姓
)
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
両
者

の
境
界
は
ウ
ジ
ャ
ラ

・

ホ
ン

コ

(烏
孔
拉
洪
科
)
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ

つ
た
と

い
う
が
、
そ
れ
は
現
在

の
ボ

ロ
ン
湖
の
少
し
下
流
の
左
岸
に
あ

つ
た
地
名
で
、
現

在
の
ナ
ー
ナ
イ
語
で
は

「
オ
ジ
ャ
ル

・
ホ
ン
コ
一こ

(オ
ジ
ャ
ル
の
岬
を
意
味
す
る
)
と

い
う
。
こ
の
地
点
を
境
に
し
て
、
上
流
に
い
た

ナ
ダ
ン

・
バ
ラ
は
漁
掛
や
狩
猟
と
と
も
に
農
耕

に
も
従
事
し
た
の
に
対
し
て
、
下
流
に
い
た

ヘ
ジ

ェ
は
農
耕
を
行

っ
て
い
な
か

っ
た
と
さ

れ
て

い
る
。

つ
ま
り
、

一
八
世
紀
当
時
に
は
こ
こ
に
農
業

の
限
界
線
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
ナ
ダ
ン

・
バ
ラ
に
は

一
七
世
紀
に
毛
皮
貢
納
を

始
め
た
フ
ル
ハ
と
使
犬
部

の
子
孫
が
含
ま
れ
て
い
て
、
文
化
的
、
習
俗
的
に
満
洲
に
よ
り
近
か

つ
た
と
い
う
事
情
が
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
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な

い
。

ナ
ダ
ン

・
バ
ラ
の
七

つ
の
氏
族

(
バ
ラ
)
に

つ
い
て
は
松
浦
茂
が
寧
古
塔
副
都
統
衙
門
棺
案
や
三
姓
副
都
統
衙
門
棺
案
な
ど
か
ら

復
元
を
試
み
て

い
る

[松
浦
茂
　

一
九
九
七
]。

　

ヘ
ジ

ェ
、

フ
ィ
ヤ
カ
、
キ
ヤ
カ
ラ
、
キ
レ
ル
、
オ
ロ
ン
チ

ョ
、
ク
イ

ェ
と
い
う
六
つ
の
集
団
名
は
、
乾
隆
年
間
以
後
、
ア
ム
ー
ル
川
下

流
域
と
サ

ハ
リ
ン
の
住
民
の
分
類
と
し
て
定
着
し
、
若
干
の
微
調
整
は
あ

つ
た
が
、
清
朝
末
期
ま
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

4

近
代
民
族
学
に
よ
る
区
分
と
の
比
較

　

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
生
ま
れ
た
人
類
学
あ
る
い
は
民
族
学
の
方
法
論
に
基
づ
く
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
と
サ
ハ
リ
ン
の
住
民
の
民
族
分
類
は
、

L

・
シ

ュ
レ
ン
ク
に
よ
る
も

の
が
最
初
で
あ
る
。
彼
は

ロ
シ
ア
帝
室
ア
カ
デ
ミ
ー
の
支
援
を
受
け
て
、
民
族
学
者
、
動
植
物
学
者
、
気
象

学
者
、

地
質
学
者
ら
か
ら
な
る
学
術
調
査
団
を
組
織
し
て
、

一
八
五
四
年
か
ら
五
六
年
ま
で
足
か
け
三
年
に
わ
た

っ
て
ア
ム
ー
ル
川
流
域

と
サ

ハ
リ
ン
北
部
を
実
際
に
調
査
し
た
。
そ
れ
に
基
づ

い
た
報
告
書
は

一
八
五
八
年
か
ら

一
九
〇
〇
年
に
か
け
て
ま
ず
ド
イ
ツ
語
で
出
版

さ
れ

(民
族
学
の
巻
は

一
八
八

一
年
～
九
五
年
に
刊
行
)
、
次

い
で

一
八
八
三
年
か
ら

一
九
〇
三
年
に
か
け
て
民
族

学
の
部
分
が

ロ
シ
ア

語
で
執

筆
さ
れ
て
出
版
さ
れ
た
。
そ
こ
で
彼
は
自
ら
の
調
査
結
果
と
と
も
に
、

ロ
シ
ア
内
外
で
出
版
さ
れ
た
こ
の
地
域
に
関
す
る
歴
史
記

録
、
旅
行
記
、
地
誌
、
民
族
誌
な
ど
を
広
く
渉
猟
し
、
こ
の
地
域
の
民
族
分
類
方
法
を
確
立
し
た
。
彼
が
参
照
し
た
文
献
の
中
に
は
シ
ー

ボ
ル
ト
が
翻
訳
し
た
最
上
徳
内
と
間
宮
林
蔵
の
著
作
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

シ

ュ
レ
ン
ク
の
分
類
は
基
本
的
に
言
語
系
統
に
よ
る
。
し
か
し
、
同
じ
言
語
系
統
に
あ
る
人
々
の
民
族
分
類
に
は
物
質
文
化
、
精
神
文

化
に
お
け
る
顕
著
な
特
徴
と
住
民
自
身

の
帰
属
意
識
も
指
標
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
ま
ず
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
と
サ

ハ
リ
ン
の
住
民
を
言

語
系
統
別
に

ニ
ヴ
フ
語
を
話
す
人

々
と
、
ア
イ

ヌ
語
を
話
す
人
々
、
そ
し
て
ツ
ン
グ
ー
ス
諸
語
を
話
す
人
々
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類

し
た
。

そ
し
て
、

ニ
ヴ
フ
語
と

ア
イ
ヌ
語
を
話
す
人

々
を
そ
れ
ぞ
れ

一
民
族
と
認
定
し

(ギ
リ
ヤ
ー
ク
と
ア
イ
ヌ
)
、

ツ
ン
グ
ー
ス
諸
語
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を
話
す

人
々
を
複
数
の
民
族
に
分
類
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ゴ
リ
ド

(現
在
名
ナ
ー
ナ
イ
)、
オ
ル
チ
ャ

(現
在
名
ウ
リ

チ
)
、
オ
ロ
チ

(現

在
は

オ
ロ
チ
と
ウ
デ
へ
に
二
分
さ
れ
て
い
る
)、
ネ
ギ
ダ
ー
ル
、
オ
ロ
キ

(現
在
名
ウ
イ
ル
タ
)、
キ
レ

(現
在
は
ナ
ー
ナ
イ
の

一
派
と
さ

れ
る
)
、
サ
マ
ギ
ー
ル

(現
在
は
ナ
ー
ナ
イ
の

一
派
と
さ
れ
る
)
、
ビ
ラ
ル

(現
在

ロ
シ
ア
で
は

エ
ヴ

ェ
ン
キ
に
入
れ
ら
れ
、
中
国
で
は
郡

倫
春
族

と
さ
れ
る
)
、
マ
ネ
グ
ル

(現
在

ロ
シ
ア
で
は

エ
ヴ

ェ
ン
キ
に
入
れ
ら
れ
、
中
国
で
は
郡
倫
春
族
と
さ
れ
る
)
、
ツ
ン
グ
ー
ス

(現

在
名

エ
ヴ

ェ
ン
キ
)、
そ
し
て
ダ
フ
ー
ル

(ダ
フ
ー
ル
語
は
モ
ン
ゴ
ル
語

の

一
種
で
あ
り
、
彼
ら
を
ツ
ン
グ
ー
ス
系

と
し
た
の
は
シ
ユ
レ

ン
ク

の
誤
り
だ

っ
た
)
で
あ
る

[日
b
窪

国
HO。○。ω
」
一山
N
]。

　
現

在
の
ロ
シ
ア
で
公
認
さ
れ
て
い
る
こ
の
地
域
の
先
住
民
族
は
、
ナ
ー
ナ
イ
、
ウ
リ
チ
、
ウ
デ
へ
、
オ

ロ
チ
、

タ
ー
ズ
、
ネ
ギ
ダ
ー

ル
、

ウ
イ
ル
タ
、

エ
ヴ
ェ
ン
キ
、

ニ
ヴ
フ
、

ア
イ
ヌ
だ
が
、
そ
の
基
本
と
な
る
分
類
方
針
は
シ
ュ
レ
ン
ク
が
確
立
し
た
も
の
が
踏
襲
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
言
語
と

一
部
の
特
徴
的
な
文
化
、
そ
し
て
住
民
自
身
の
帰
属
意
識
を
基
準
に
分
類
す
る
と

い
う
方
針
は
継
承
さ
れ

た
。

シ
ュ
レ
ン
ク
後
の
民
族
学
者
に
よ
る
変
更
は
修
正

の
レ
ベ
ル
で
、
シ

ュ
レ
ン
ク
が
オ
ロ
チ
と

一
括
し
て
分
類
し
た
ア
ム
ー
ル
川
と
ウ

ス
リ
ー
川
右
岸

の
支
流
域

の
住
民
を
ウ
デ
へ
と
オ
ロ
チ
に
二
分
し
た
り
、
キ
レ
と
サ
マ
ギ
ー
ル
と

い
う
民
族
を
ナ
ー
ナ
イ
の

一
部
と
認
定

し
直

し
た
り
し
た
程
度
だ

つ
た
。
た
だ
し
、

ソ
連
時
代
に
入

っ
て
、
物
質
文
化
や
精
神
文
化
に
近
代
化

の
波
が
押
し
寄
せ
て
、
そ
こ
に
民

族
的

な
特
徴
を
見
い
だ
し
に
く
く
な
る
と
と
も
に
、
帰
属
意
識
重
視

の
傾
向
が
強
く
な

つ
た
。
し
か
も
そ
の
帰
属
意
識
も

ソ
連
時
代
の
戸

籍
政
策

や
民
族
政
策
に
よ

っ
て
強
化
さ
れ
て
き
た
と

い
う
側
面
を
持

つ

[佐
々
木

　
二
〇
〇

一
]

(図
11
)
。

　
二
〇
世
紀
ま

で
の
歴
史
学
や
民
族
学
で
は
、
こ
の
シ
ュ
レ
ン
ク
に
よ
る
分
類
が
学
術
的

(民
族
学
的
)
な
区
分

と
さ
れ
て
正
当
化
さ

れ
、

そ
れ
以
前

の
清
朝
の
中
国
や
江
戸
幕
府

の
日
本
が
行

っ
た
分
類
は
不
完
全
な
も
の
と
さ
れ
る
か
、
過
去
の
住
民
分
布
を
反
映
し
た
も

の
と

さ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
こ
と
に
中
国
で
行
わ
れ
て
い
た
分
類
の
場
合
、
調
査
者
に
地
理
学
や
民
族
学

の
専
門
知
識
を
持
た
な

い

軍
人

や
行
政
官

の
場
合
が
多
か

つ
た
こ
と
、

一
八
世
紀
初
頭
に
イ

エ
ズ

ス
会
士
が
調
査
を
行

っ
て
以
来
、
学
術
調
査

の
た
め
に
人
が
派
遣

さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
住
民
の
社
会
や
文
化
に
関
す
る
情
報
が
そ
れ
以
後
ほ
と
ん
ど
更
新
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
た
め

に
、
情
報
の
精
度
が
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R.K.マ ー ク[MaaK　 1859]に よる.

図11　 アムールの先住諸民族

粗

い
。
し
か
も
、

一
八
、

一
九
世
紀
に
住

民
の
間
で
起
き
た
居

住
地
の
移
動
や
文
化
変
容
が
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、
シ
ユ
レ
ン

ク
の
分
類
と
の
差
異
が
大
き

い

(図
12
)。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
江
戸
時
代

の
日
本
の
調
査
者
に
よ
る
分
類

と
シ

ユ
レ
ン
ク
の
分
類
は
近

い
。
シ

ユ
レ
ン
ク
が
シ
ー
ボ
ル
ト

の
訳
を
通
じ
て
最
上
徳
内
や
間
宮
林
蔵
の
著
作
を
知

っ
て
い
た

こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
も

い
え
る
が
、
両
者
と
も
地
理
学
や

民
族
学

の
専
門
知
識
を
も

っ
た
調
査
者
に
よ
る
実
地
調
査
で

得
ら
れ
た
情
報
を
直
接
分
類
の
基
礎

に
お

い
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
両
者

の
決
定
的
な
相
違
は
、
日
本
側

が
ニ
ヴ
フ
語
を
話
す

人
々
と
ア
イ
ヌ
語
を
話
す
人
々
を
細
か
く
分
類
し
、
シ
ユ
レ
ン

ク
が
ツ
ン
グ
ー
ス
系
の
言
語
を
話
す
人
々
を
細
か
く
分
類
し
て

い
る
点
で
あ
る
。

　
言
語
学
が
発
達
し
た
欧
米
の
民
族
学
で
は
、
言
語
は
住
民
分

類

の
中
で
最
も
重
要
な
分
類
基
準
で
あ
り
、
言
語
系
統
は
大
分

類

の
基
礎
で
あ

っ
た
。

シ
ュ
レ
ン
ク
も
そ

れ
に
従

っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
彼
が
ア
イ
ヌ
と

ニ
ヴ
フ
を

一
民
族
と
し
て
し
ま

っ
た

こ
と
に
は
、
彼
ら
の
地
理
的
な
位
置
関
係
と
シ
ュ
レ
ン
ク
ら
と

の
親
密
度
の
違
い
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
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ク イ ェ
オ ロ ン

チ ョ
ブ イヤ カ

ヘジェ

ナ ダ ン ・バ ラ

エゾ

 

タ

ラ

イ

カ

ヲ ロ ツ コ

 

カψス メ レ ン

ク ル

サ ン タ ンコル デ ッケ

ア イ ヌ
　オ ロク

(ウ イ ル タ)

ギ リヤ ー ク

(ニ ヴ フ)

オ ル チ ャ

(ウ リチ)
ゴ リ ド(ナ ー ナ イ)

上段 二18世 紀 中期 の中国(皇 清職貢 図)

中段:19世 紀初期 の 日本(間 宮林蔵)

下段:19世 紀 のロシア(L.シ ュレ ンク)

図12　 中国 ・日本 ・ロシアの住民区分の比較

ち
、

ロ
シ
ア
は

エ
ヴ

ェ
ン
キ
を
始
め
ツ
ン
グ
ー

ス
系

の
住
民
を
支
配

す
る
歴
史
が
長
か
っ
た
た
め
、
ツ
ン
グ
ー
ス
諸
語
に
関
す
る
情
報
と

知
識
は
豊
富
だ

っ
た
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
側
に
は

一
九
世
紀
中
期

の
段
階
で
は

ニ

ヴ

フ
語
と
ア
イ
ヌ
語
に
精
通
す
る
も

の
は
い
な
か

つ
た
。
し
た
が

っ

て
、
ア
ム
ー
ル
川
流
域
で
話
さ
れ
る
ニ
ヴ
フ
語
と
サ
ハ
リ
ン
東
海
岸

で
話
さ
れ
る

ニ
ヴ
フ
語
の
違
い
が
ど
の
程
度
な

の
か
、
聞
き
取
れ
る

も
の
が
い
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。
日
本
側
の
調
査
者
も
お
そ
ら
く
言

語
的
な
違

い
は
知
ら
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
敵
対
し
て
い
た

と
は

い
え
、
ス
メ
レ
ン
ク
ル
や
ニ
ク
ブ
ン
と
接
す
る
機
会
が
多
か

っ

た
ア
イ

ヌ
の
人
々
は
、
彼
ら
を
細
か
く
観
察
し

て
お
り
、
文
化
的
相

違
も
見
極
め
て
、
ス
メ
レ
ン
ク
ル
と

ニ
ク
ブ
ン
と

い
う
分
類
を
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
側
は
そ
れ
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

ア

イ
ヌ
の
分
類
に

つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
、
シ

ュ
レ
ン
ク
と
江
戸
時
代

の
日
本

の
分
類
の
相
違
は
、
緊
密
に
接
触
し
、
情
報
を
多
く
持

つ
部

分
の
分
類
が
細
か
く
、
詳
し
く
な

っ
た
こ
と
で
生
じ
た
も

の
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

　
近
代

の
人
類
学
、
民
族
学
に
よ
る
住
民
の
民
族
分
類
は
、
民
族

の

概
念
の
定
義
に
関
す
る
論
争
を
経
て
、
二
〇
世
紀
に
入
る
と
精
緻
さ
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と
厳

密
さ
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
例
え
ば
、

ソ
連
で
は
ス
タ
ー
リ
ン
が
民
族

の
定
義
に
関
す
る
テ
ー
ゼ
を
発
表
し

[
田
中
克

彦

一
九
七
八
]
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
民
族
学
は
そ
れ
に
則

つ
て

一
九
三
〇
年
代
に
シ
ベ
リ
ア
、
極
東
地
域
の
諸
民
族

の
分
類
と
名
称
を
見
直

し
た
。

そ
れ
が
現
在
ま
で
続
く
こ
の
地
域

の
民
族
区
分
と
名
称
の
原
型
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
で
も

一
九
五
〇
年
代

に
共
産
党
政
権
が
や

は
り

ス
タ
ー
リ
ン
の
定
義
に
則

っ
て

「民
族
識
別
工
作
」
な
る
も

の
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
国
民
の
大
多
数
を
漢
民
族
と
五
五
の
少
数
民

族
と

に
分
類
し
た
。

　
民
族

と

い
う
概
念
を
精
緻
化
、
厳
密
化
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
人
類
学
、
民
族
学
と

い
う
分
野
の
純
粋
に
学
術

的
な
関
心
か
ら
生
ま

れ
た
と

と
も
に
、
植
民
地
あ
る
い
は
領
土
内
に
異
文
化
集
団
を
抱
え
る
国
家
、
政
府
の
要
望
に
も
合
致
す
る
も
の
だ

っ
た
。
民
族
集
団
を

厳
密

に
定
義
す
る
必
要
性
は
、
異
文
化
集
団
を
個
人
レ
ベ
ル
に
ま
で
掘
り
下
げ
て
統
治
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
作
業
だ

つ
た
か
ら
で

あ
る
。

　
前
近

代
的
な
帝
国
や
封
建
的
な
国
家
の
場
合
、
包
含
し
た
異
文
化
集
団

の
統
治
単
位
は
個
人
で
は
な
く
集
団
や
地

域
で
あ
り
、
政
府
が

直
接
接

す
る
の
は
そ
の
集
団
や
地
域
の
首
長
層
だ
け
だ

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
国
家
や
政
府
が
必
要
と
し
た
の
は
、
そ
の
集
団
や
地

域
の
名

称
と
属
性
で
あ
り
、
そ
の
属
性
と
は
衣
食
住
や
宗
教
な
ど
の
目
に
見
え
る
表
面
的
な
文
化
的
特
徴
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段

と
し

て
の
言
語
だ

っ
た
。
そ
れ
も
、
文
化
や
社
会
の
構
造
と

い
っ
た
内
部

の
詳
細
な
情
報

で
は
な
く
、
言
語
系
統

や
文
化
圏
と

い
っ
た

他
集

団
、
他
地
域
と
の
関
係
が
わ
か
る
よ
う
な
特
徴
に
つ
い
て
の
情
報
だ

っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
前
近
代
国
家
の
場

合
に
は
、
民
族
に
類

す
る
集

団
を
識
別
し
て
も
、
厳
密
な
分
類
、
識
別
は
必
要
な
く
、
そ
の
人

々
が
ど
の
よ
う
な
名
称
で
呼
ば
れ
、
ど
の
よ
う
な
系
統

の
言
語

を
話

し
、
そ
の
文
化
の
概
略
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
周
辺

の
諸
集
団
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持

つ
て
い
る
の
か
、

と
い
う
情
報
が
重
要

だ

っ
た
。

　
基
本

的
に

『皇
清
職
貢
図
』
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
情
報
は
す
べ
て
そ
の
よ
う
な
た
ぐ
い
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
程
度

の
情

報
な

ら
ば
、
民
族
学
や
人
類
学
の
専
門
家

で
な
く
で
も
収
集
可
能
だ

っ
た
。
地
理
学
や
測
量
の
専
門
知
識
を
持

っ
た
間
宮
林
蔵
の
場
合
に
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は
遙

か

に
詳
細
な
デ
ー
タ
を
集
め
た
が
、
そ
の
性
格
は

『皇
清
職
貢
図
』
を
同
じ
で
あ
る
。
林
蔵
の

『北
夷
分
界
余
話
』
に
記
述
さ
れ

た

「
エ
ゾ
」
、
「
ス
メ
レ
ン
ク
ル
」
、
「
ヲ
ロ
ツ
コ
」
の
民
族
誌
的
記
述
は
項
目
別
に
分
か
れ
、
構
造
化
さ
れ
て
い
る
が
、
各
集
団
の
社
会

や
文

化

の
中
の
関
係
性
か
ら
そ
の
構
造
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
実
は
シ
ュ
レ
ン
ク
の
民
族
誌
も
同
じ
で
あ
る
。
彼
も
ア

ム
ー

ル
川
流
域
や
サ
ハ
ザ
ン
の
諸
民
族

の
文
化
を
項
目
別
に
分
類
し
、
大
項
目
か
ら
小
項
目
ま
で
構
造
化
し
て
記
述
し
た
が
、
文
化
の
構

造
を

理
解
す
る
と

い
う
こ
と
は
し
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
民
族
誌
が
前
近
代
的
な
国
家

の
必
要
に
よ

っ
て
生
ま
れ
た
、
あ
る
い
は

そ

の
要
請
に
合
致
し
た
も

の
だ

つ
た
か
ら
だ
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
異
文
化
集
団
を
統
治
下
に
抱
え
る
近
代
帝
国
主
義
国
家

(イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
)
や
そ
れ
を
目
指
す
後
続
国
家

(ア
メ
リ

カ
、
ド
イ
ッ
、

ロ
シ
ア
、
明
治
日
本
な
ど
)
は
、
国
民
国
家
を
母
体
と
し
て
い
た
り
、
そ
の
性
格
を
有
し
た
り
し
た
た
め
に
、
統
治
単
位

を
個
人

レ
ベ
ル
に
ま
で
お
ろ
し
た
。
後
発
帝
国
主
義
国
家

で
あ
る
帝
政
ロ
シ
ア
は
、

一
八
二
〇
年
代
に
前
近
代
的
帝
国
と
し
て
の
異
文
化

集
団
統
治
の
体
制
を
整
え
た
が

(
い
わ
ゆ
る
ス
ペ
ラ
ン
ス
キ
ー
の
改
革
、
そ
こ
で
は
シ
ベ
リ
ア
の
非
ロ
シ
ア
系
住
民

に
対
す
る
統
治
は
基

本
的

に
各
民
族
や
氏
族

の
首
長
を
介
し
た
間
接
統
治
だ

っ
た
)
、
欧
米

の
帝
国
主
義
国
家
と
の
競
争

の
中
で

一
九
世
紀
末
期
に
は
直
接
統

治
体
制

に
舵
を
切

っ
た
。
す
な
わ
ち
、

一
八
九
七
年
に
初
め
て
国
勢
調
査
を
行

い
、
極
北
や
極
東
と

い
っ
た
遠
隔
地

に
ま
で
調
査
官
を
派

遣
し

て
住
民
を
個
人
単
位
で
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
不
完
全
な
も

の
だ

っ
た
が
、
そ
れ
以
来
、

ロ
シ
ア
は
遠
隔
地

と

い
え
ど
も
住
民
を
直
接
把
握
す
る
政
策
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
近
代
帝
国
主
義
国
家

へ
の
脱
皮
を
図

っ
た
。
そ
の
意
図
は
ソ
連
時
代
に

達
成

さ
れ
た
。

　

ロ
シ
ア
の
例
に
端
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
多
民
族
国
家
、
多
文
化
国
家
が
個
人
単
位
で
住
民
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
必
ず

そ
の
属
性
と
し
て
着
目
す
る
の
が
民
族
と

い
う
集
団

へ
の
帰
属
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
民
族
と

い
う
集
団
の
定
義
を
厳
密
に
定
め
よ
う

と
す

る
。
そ
れ
は
統
治
に

一
貫
性
を
持
た
せ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
民
族
に
関
す
る
情
報
と
し

て
必
要
に
な
る
の
は
、

他
集
団
と

の
関
係
性
で
は
な
く
、
そ
の
民
族
内
部

の
構
造
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
民
族
内

に
お
け
る
個
人
間
の
関
係
、
下
位
集
団
間
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の
関
係
、
文
化
要
素
間

の
関
係
、
す
な
わ
ち
社
会
構
造
で
あ
り
、
文
化
の
構
造
で
あ
る
。
国
家
は
個
人
を
知
る
こ
と

で
、
支
配
下
に
あ
る

異
文
化
集
団
を
知
り
、
ま
た
異
文
化
集
団
の
構
造
を
知
る
こ
と
で
、
そ
の
個
人
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
近
代

の
人
類
学
や

民
族
学

が
、
社
会
構
造
論
や
文
化

の
構
造
的
理
解
と

い
う
方
法
論
を
開
発
し
、
そ
れ
に
傾
斜
し
て
い
く
よ
う
に
な
る

の
は
、
知
識
人
た
ち

の
知
的
潮
流
と
と
も
に
、
近
代
国
家

の
統
治
政
策
も
関
わ

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ア
ム
ー
ル
川
下
流
域

や
サ

ハ
リ
ン
の
住
民
に
関
す
る
人
類
学
的
、
民
族
学
的
研
究

で
も
、

一
九
世
紀
末
期
か
ら
そ

の
様
相
が
変
わ

り
、

L

・
Y
a・
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
ク
の

ニ
ヴ
フ
社
会
の
構
造
研
究
が
現
れ

[日
↓
Φ
b
国
α
①
b
弓

一㊤
。゚
ω
]、
そ
れ
は
ナ
ー
ナ
イ
、
ウ
リ
チ
、

エ
ヴ

ェ
ン
キ
な
ど
他
の
民
族
の
社
会
研
究
に
も
拡
大
し
て
い
く

[
Qσ
o
自
o
↓
p・
b
①
bd

お
ωΦ
、
シ
ロ
コ
ゴ

ロ
フ
　

一
九

四

二
。

日
本

で
も

一
九

四
〇
年
に
発
表
さ
れ
た
石
田
英

一
郎
の
ウ
イ

ル
タ
研
究
は
、
彼
ら
の
社
会

の
内
部
を
詳
細
に
記
述
す
る
も

の
で
あ
り

[石
田

一
九
四

〇
]
、
戦
後
の

一
九
五
〇
年
代
か
ら
入
○
年
代
に
か
け
て
渡
辺
仁
に
よ
る
ア
イ
ヌ
の
社
会
や
文
化
の
構
造
を
体
系
的
に
記
述
す
る

研
究

[
Ｗ
ａ
ｔ
ａ
ｎ
ａ
ｂ
ｅ
 
1
9
7
3

]
が
発
表
さ
れ
る
よ
う

に
な

つ
た

　
以
上
、
前
近
代
に
お
け
る
異
文
化
集
団
の
区
分
方
法
と
近
代
に
お
け
る
民
族
区
分
と
を
比
較
し
、
そ
の
相
違

の
背
景
に
国
家

の
統
治
方

法

の
違

い
が
あ
る
こ
と
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
学
術
分
野
と
し
て
の
人
類
学
や
民
族
学
も
、

い
か
に
純
粋
に
学
術
的
な
議
論

の
中
で

民
族
、
あ
る
い
は
民
族
に
類
す
る
概
念

の
定
義
を
検
討
し
て
い
よ
う
と
も
、
そ
こ
に
は
当
時
の
政
治
情
勢
や
統
治
上

の
必
要
性
な
ど
が
関

わ

っ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
さ
れ
た
。
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5
　

お
わ
り
に

　
本
章

で
は
、
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
と
サ

ハ
リ
ン
の
住
民
に
対
す
る
江
戸
時
代

の
日
本
と
清
朝

の
中
国
の
民
族
的

な
住
民
区
分
を
概
説

し
、
両

者
を
近
代
民
族
学
に
よ
る
民
族
区
分
と
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
特
徴
を
あ
ぶ
り
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
前

近
代
時
代
の
日
本
で



は
、
幕

府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
地
理
学
や
測
量
の
知
識
を
持

つ
調
査
者
た
ち

の
役
割
が
大
き
く
、
彼
ら
に
よ
る
継
続
的

な
調
査
に
基
づ

い
て

住
民
区

分
が
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
て
、
中
国
で
は
必
ず
し
も
地
理
学
や
測
量
の
知
識
を
持

っ
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
役

人
や
軍

人
た
ち
の
見
聞
に
基
づ
き
住
民
区
分
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
専
門
家
を
送

つ
た
測
量
や
調
査
は

一
八
世
紀
初
頭
以
来
行

わ
れ
て
お
ら
ず
、
情
報
が
更
新
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
同
じ
比
較
か
ら
、
こ
の
地
域
に
対
す
る
前
近
代
国
家
に
よ
る
統
治
と
近
代
国
家
に
よ
る
統
治

の
違

い
も
鮮
明
に
し
、
近
代
国
家

と
密
接

に
結
び
つ
き
な
が
ら
誕
生
し
、
独
自

の
進
化
を
遂
げ
た
人
類
学
、
民
族
学
の
特
徴

の

一
端
も
明
ら
か
に
し
た
。
前
近
代
国
家
で
は

集
団
や
地
域
単
位
で
の
間
接
統
治
で
あ
り
、
重
視
さ
れ
た
の
は
集
団
間
、
地
域
間
の
関
係
性
だ

つ
た
。
そ
こ
で
は
集

団
そ
の
も
の
を
厳
密

に
設
定

す
る
た
め
の
基
準
や
定
義
に
関
す
る
議
論
が
起
き
ず
、
集
団
や
地
域
の
特
徴
も
表
面
的
、
表
層
的
な
も
の
で
十
分
だ

つ
た
。
そ
れ

に
対
し

て
、
近
代
国
家
で
は
統
治
は
個
人
単
位

で
あ
り
、
個
人
の
属
性
と
し
て
の
集
団
帰
属
が
問
題
と
さ
れ
た
た
め

に
、
集
団
そ
の
も
の

の
定
義

と
集
団
内
に
お
け
る
個
人
間
、
文
化
要
素
間
の
関
係
性
が
重
視
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
人
類
学
や
民
族
学

で
民
族
の
定
義
に
関

す
る
議

論
が
熱
を
帯
び
、
社
会
構
造
論
や
文
化

の
構
造
的
理
解
に
関
す
る
方
法
論
が
磨
か
れ
て
い
く

こ
と
に
な

っ
た
。

　
た
だ
、
今
ま
で
の
議
論
で
は
区
分
さ
れ
た
住
民
自
身

の
意
識
が
、

こ
の
よ
う
な
民
族
的
な
区
分
に
ど
こ
ま
で
関
係
し
た
の
か
に
つ
い
て

触
れ
ら

れ
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
最
後
に
そ
の
点
に
触
れ
て
お
こ
う
。

　
江
戸

時
代
の
日
本
の
調
査
者
に
よ
る
分
類
が
サ

ハ
リ
ン
の
ア
イ
ヌ
な
ど
の
地
元
住
民
の
相
互
区
分
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た

が
、
中

国
側
の
分
類
も
地
元
住
民
の
相
互
区
分
が
関
係
し
て
い
る
。
特
に
名
称
に
そ
れ
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
例
え
ば

「
ヘ
ジ

ェ
」
と
は

こ
の
ア
ム
ー
ル
川
流
域
の
ツ
ン
グ
ー
ス
系

の
言
語
で
は

「下
流
」
を
意
味
し
て
お
り
、
相
互
呼
称
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
。
「
キ
ヤ
カ
ラ
」

や

「キ

レ
ル
」
な
ど
は
、
ア
ム
ー
ル
本
流
に
暮
ら
す
人
々
の
支
流
域
に
暮
ら
す
人
々
に
対
す
る
呼
称
に
由
来
し
て
い
る
。

　
日
本

と
中
国
の
歴
史
記
録
に
見
ら
れ
た
こ
の
地
域
の
住
民
区
分
は
、
現
在

の
ロ
シ
ア
の
先
住
民
族
区
分
に
は
直
接

は
反
映
さ
れ
て
い
な

い
。
そ

れ
は
幾
重
に
も
政
治
的
な
要
因
が
絡
む
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
当

の
先
住
民
族
の
意
識
に
は
若
干
で
は
あ

る
が
そ
の
名
残
を
見
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い
だ
す

こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

ニ
ヴ

フ
の
間
で
は
ア
ム
ー
ル
か
ら
サ
ハ
リ
ン
西
海
岸
に
い
る

ニ
ヴ
フ
と
サ

ハ
リ
ン
東
海
岸
の
ニ
ヴ
フ

の
間
に
、

ス
メ
レ
ン
ク
ル
と

ニ
ク
ブ
ン
に
相
当
す
る
相
違
が
、
言
語
と
文
化
両
面

で
意
識
さ
れ
て
い
る
。
中
国
側
の
区
分
で
も
同
様
で
、

『皇
清

職
貢
図
』

の
ナ
ダ

ン

・
バ
ラ

(七
姓
)
と

ヘ
ジ

ェ
　
(赫
哲
)

の
境
界

(
ウ
ジ
ャ
ラ

・
ホ
ン
コ
)
は
、
現
在

の
ナ
ー
ナ
イ
語

の
上
流

方
言
と

下
流
方
言
の
境
界
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
前
近
代
に
日
本
側
や
中
国
側
で
設
定
さ
れ
た
住
民
区
分
は
、
決
し
て
区
分
さ
れ
た
住
民
の
意
識
と

無
関
係

に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
そ
の
意
味
で
住
民
の
意
識
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
も
行
政
で
も
使
わ
れ
て
い
る
現
在
の
民
族

と
同
様

の
性
質
を
有
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
異
な
る
の
は
、
区
分
の
た
め
の

一
貫
し
た
基
準
と
定
義
の
存
在
、
文
化
と
社
会

の
構

造
的
理
解

の
有
無
、
そ
し
て
人
々
を
個
人
レ
ベ
ル
で
把
握
す
る
た
め
の
参
照
枠
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
す
る
目
的
の
有
無
だ

っ
た
の
で
あ

る
。注(1

)　

正
確
に
は
イ
チ

ェ

・
ポ
ト

ン
。
こ
れ
は
新
し

い
町
と

い
う
意
味
。

こ
の
町

の
正
式

の
名
称
は
満
洲
語

で
イ

ラ
ン

・
バ
ラ
、
漢
語
で
三
姓
と

い
う
。
現
在

　

　
の
黒
竜
江
省

ハ
ル
ビ

ン
市
依
蘭
県
に
あ
た
り
、
か

つ
て
清
朝

の
ア
ム
ー
ル
、
サ

ハ
リ
ン
支
配

の
拠
点

で
あ
る
三
姓
副
都
統
衙
門
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

(2
)　

松
田
伝
十
郎
は

「
カ
ラ
フ
ト
」
と

い
う
名
称
が
外
国
を
意
味
す
る

「
カ
ラ
」

(唐
)
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
「
北
蝦
夷
地
」
と

い
う
新
し

い
名
称
を

　

　
提
唱
し
た
。

こ
の
名
称
は
そ
れ
以
来
幕
末
ま
で
、
サ

ハ
リ
ン
に
対
す
る
幕
府

の
正
式
名
称
と
し
て
使
わ
れ
た
。

(3
)　

清
代
の
住
民
名
は
満
洲
語
で
表
記
さ
れ

る
た
め
に
、
本
章

で
は
力
タ
カ
ナ
表
記
を
優
先
し
、
必
要

に
応
じ
て
漢
字
表
記
を
付
加
す
る
こ
と
と
す

る
。

(4
)
　

一
六
四
三
年
に
ヴ

ァ
シ
ー
リ
ー

・
ポ
ヤ
ル
コ
フ
が
ア
ム
ー

ル
川
下
降

に
成
功
し
て
以
来
、

一
六
八
九
年

の
ネ

ル
チ

ン
ス
ク
条
約
締
結
ま

で
半
世
紀
近
く

　

　
に
わ
た

っ
て
続

い
た

ア
ム
ー
ル
川

の
領
有
権
を
巡
る
清
と

ロ
シ
ア
の
間
の
紛
争

の
こ
と

で
、
時
に
激
し

い
戦
闘
も
行
わ
れ
た
。
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